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別紙 売上等一覧表 

●（省略）● 

以 上   
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別紙 本件明細書（甲２）  

 

【技術分野】 

【０００１】 

本発明は，ゲーム機などの装置における表示面などの表面を保護するための

保護シートを有するシート貼付構造体及びシート貼付構造体を用いて保護シー

トを貼付する貼付方法に関する。 

【背景技術】 

【０００２】 

従来，ゲーム機（装置）などの被貼付部材の表示面（表面）を保護するため

の保護シートと，保護シートの接着面を保護する剥離シートと，剥離シートに

形成され保護シートからはみ出す大きさのフリー部分と，保護シートの一端側

を仮止めするための仮止シールと，を備えるシート貼付構造体が知られている。

このシート貼付構造体を用いて保護シートを貼付する貼付方法であって，保護

シートの一端側を表示面の外側の枠体部分に仮止シールで上方側から仮止めし

た状態で，保護シートを上側から押さえつけて保護シートの接着面と被貼付部

材の表示面を密着させながらフリー部分を引っ張ることで，接着面と被貼付部

材の表示面とを密着させた状態で剥離シートを剥離して，保護シートを被貼付

部材の表示面に貼り付けることができるシート貼付構造体を用いて保護シート

を貼付する貼付方法が知られている（例えば，特許文献１（引用注：特許第４

８８７４５１号公報）参照）。 

【０００３】 

特許文献１に記載のシート貼付構造体を用いて保護シートを貼付する貼付方

法においては，被貼付部材の表示面と保護シートとの間に気泡やホコリ等が入

ることが抑制されることが開示されている。 

【発明が解決しようとする課題】 
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【０００５】 

特許文献１に記載のシート貼付構造体を用いて保護シートを貼付する貼付方

法においては，保護シートの一端側を表示面の外側の枠体部分に仮止シールで

上方側から貼り付けた状態で，保護シートをゲーム機の表示面に貼り付けてい

る。仮止シールにより仮止めした部分において，シート貼付構造体の厚さの分

だけ段差が生じる。これにより，シート貼付構造体から剥離シートをフリー部

分を引っ張って剥がす際に，仮止シールがシート貼付構造体の厚さの分だけ水

平方向に移動しやすく，保護シートの水平方向への位置ずれが起こりやすいこ

とが分かった。 

また，特許文献１に記載のシート貼付構造体を用いて保護シートを貼付する

貼付方法においては，シート貼付構造体から剥離シートを剥がす際に，もし剥

離シートを斜めに引っ張ると，仮止シールが傾きやすく，保護シートの位置ず

れが生じる可能性があることが分かった。 

そのため，保護シートの位置ずれを低減することができるシート貼付構造体

及びシート貼付構造体を用いて保護シートを貼付する貼付方法が望まれる。 

【０００６】 

本発明は，保護シートの位置ずれを低減することができるシート貼付構造体

及びシート貼付構造体を用いて保護シートを貼付する貼付方法を提供すること

を目的とする。 

【課題を解決するための手段】 

【０００７】 

本発明は，装置の表面に貼り付けられて前記表面を保護する保護シートであ

って，接着面を有する保護シートと，前記接着面を覆うと共に，分離ラインを

介して並んで配置される第１剥離部及び第２剥離部を有する剥離シートと，前

記第１剥離部及び／又は前記第２剥離部から前記保護シートの外側に延びる延

出部と，を備えることを特徴とする保護シート貼付用のシート貼付構造体に関
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する。 

【０００８】 

前記第１剥離部又は前記第２剥離部に設けられ，前記保護シートを前記装置

の表面に仮止めするための仮止部を更に備えることが好ましい。 

【０００９】 

前記仮止部は，前記装置に貼り付け可能であることが好ましい。 

【００１３】 

また，前記延出部は，前記第１剥離部から前記保護シートの外側に延びる第

１延出部と，前記第２剥離部から前記保護シートの外側に延びる第２延出部と，

を有することが好ましい。 

【００１４】 

また，前記第１延出部は，前記第１剥離部における前記分離ライン寄りの部

分から前記保護シートの外側に延びており，前記第２延出部は，前記第２剥離

部における前記分離ライン寄りの部分から前記保護シートの外側に延びている

ことが好ましい。 

【００１８】 

また，本発明は，装置の表面に貼り付けられて前記表面を保護する保護シー

トであって接着面を有する保護シートと，前記接着面を覆うと共に分離ライン

を介して並んで配置される第１剥離部及び第２剥離部を有する剥離シートと，

前記第１剥離部における前記分離ライン寄りの部分から前記保護シートの外側

に延びる第１延出部と，前記第２剥離部における前記分離ライン寄りの部分か

ら前記保護シートの外側に延びる第２延出部と，前記第１剥離部に設けられた

仮止部と，を備える保護シート貼付用のシート貼付構造体を用いて保護シート

を貼付する貼付方法であって，前記仮止部を装置の表面に前記保護シートを仮

止めする仮止工程と，前記仮止工程により前記保護シートを前記仮止部で仮止

めした後に，前記第２剥離部を前記第２延出部を引っ張ることにより前記保護
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シートから剥がして，前記保護シートを前記装置の表面に貼付する第１剥離貼

付工程と，前記第１剥離貼付工程の後に，前記仮止部が設けられる前記第１剥

離部を前記第１延出部を引っ張ることにより前記保護シートから剥がすと共に

前記仮止部を前記装置の表面から剥がして，前記保護シートを前記装置の表面

に貼付する第２剥離貼付工程と，を備えるシート貼付構造体を用いて保護シー

トを貼付する貼付方法に関する。 

【発明の効果】 

【００１９】 

本発明によれば，保護シートの位置ずれを低減することができるシート貼付

構造体及びシート貼付構造体を用いて保護シートを貼付する貼付方法を提供す

ることができる。 

【図面の簡単な説明】 

【００２０】 

【図１】 

本発明の第１実施形態に係るシート貼付構造体１の全体構成を示す図であ

って，（ａ）は平面図であり，（ｂ）は，図１（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。 

【図２】 

図１に示すシート貼付構造体１の分解斜視図である。 

【図３】 

第１実施形態に係るシート貼付構造体１を用いて保護シート１０を貼付す

る貼付方法を説明する図であって，シート貼付構造体１をゲーム機８の表示

面８１側に移動させている状態を示す図である。 

【図４】 

（ａ）及び（ｂ）は，第１実施形態に係るシート貼付構造体１を用いて保

護シート１０を貼付する貼付方法を説明する図であって，シート貼付構造体

１を仮止貼付部３０により表示面８１に仮止めした状態を示す図である。 
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【図５】 

（ａ）及び（ｂ）は，第１実施形態に係るシート貼付構造体１を用いて保

護シート１０を貼付する貼付方法を説明する図であって，図４に示す状態か

ら第２剥離部２２を剥離させて，保護シート１０のＸ１側の半分を表示面８

１に貼付した状態を示す図である。 

【図６】 

（ａ）及び（ｂ）は，第１実施形態に係るシート貼付構造体１を用いて保

護シート１０を貼付する貼付方法を説明する図であって，図５に示す状態か

ら第１剥離部２１を剥離させて，保護シート１０の全体を表示面８１に貼付

した状態を示す図である。 

【図７】 

本発明の第２実施形態に係るシート貼付構造体１Ａの全体構成を示す図で

あって，（ａ）は平面図であり，（ｂ）は，図７（ａ）のＡ－Ａ線断面図であ

る。 

【図８】 

第２実施形態に係るシート貼付構造体１Ａを用いて保護シート１０を貼付

する貼付方法を説明する図であって，シート貼付構造体１Ａをカメラ９の表

示面９１側に移動させている状態を示す図である。 

【図９】 

（ａ）及び（ｂ）は，第２実施形態に係るシート貼付構造体１Ａを用いて

保護シート１０を貼付する貼付方法を説明する図であって，第１剥離部２１

を剥離させて，保護シート１０のＸ１側の半分を表示面９１に貼付した状態

を示す図である。 

【発明を実施するための形態】 

【００２１】 

＜第１実施形態＞ 
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以下，適宜図面を参照しつつ，本発明の第１実施形態のシート貼付構造体１

及びシート貼付構造体１を用いて保護シート１０を貼付する貼付方法について

具体的に説明する。なお，シート貼付構造体１の説明において，シート貼付構

造体１の保護シート１０の長辺に沿う方向をＸ方向とし，Ｘ方向の一方側（図

面の左方側）をＸ１側，Ｘ方向の他方側（図面の右方側）をＸ２側とする。ま

た，シート貼付構造体１の保護シート１０の短辺に沿う方向をＹ方向とし，Ｙ

方向の一方側（図面の上方側）をＹ１側，Ｙ方向の他方側（図面の下方側）を

Ｙ２側とする。また，シート貼付構造体１の厚さ方向をＺ方向とする。 

【００２２】 

図１は，本発明の第１実施形態に係るシート貼付構造体１の全体構成を示す

図であって，（ａ）は平面図であり，（ｂ）は，図１（ａ）のＡ－Ａ線断面図で

ある。図２は，図１に示すシート貼付構造体１の分解斜視図である。 

【００２３】 

図１及び図２に示すように，第１実施形態におけるシート貼付構造体１は，

図１及び図２に示すように，保護シート１０と，剥離シート２０と，仮止貼付

部３０（仮止部）と，仮止保護シート４０と，を備える。 

第１実施形態におけるシート貼付構造体１の保護シート１０は，例えば，被

貼付部材としてのゲーム機８（装置）の表示面８１（表面）に貼り付けられて，

ゲーム機８の表面を保護する際に用いられる（図６等参照）。 

【００２４】 

保護シート１０は，透明でシート状の部材により形成される。保護シート１

０は，接着面１０ａを有する。保護シート１０は，接着面１０ａがゲーム機８

の表示面８１に貼付されることで，ゲーム機８の表示面８１を保護する。保護

シート１０は，ゲーム機８の表示面８１（図３参照）の形状に対応した形状に

形成され，本実施形態においては，Ｘ方向に長い長方形形状に形成される。保

護シート１０は，例えば樹脂材料から形成される。 
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【００２５】 

剥離シート２０は，保護シート１０の接着面１０ａを保護するための部材で

ある。剥離シート２０は，シート状の部材により形成される。剥離シート２０

は，保護シート１０の接着面１０ａを覆うように，保護シート１０の接着面１

０ａに剥離可能に貼り付けられている。剥離シート２０は，ゲーム機８の表示

面８１に保護シート１０が貼付される際に接着面１０ａから剥離される。 

【００２６】 

剥離シート２０の材質としては，保護シート１０の接着面１０ａからの剥離

が容易である材質や形状であることが好ましい。 

本実施形態においては，剥離シート２０の厚さは，保護シート１０の厚さの

半分以下であることが好ましく，例えば，保護シート１０の厚さが０．１ｍｍ

である場合に，剥離シート２０の厚さは０．０５ｍｍ以下であることが好まし

い。これにより，ゲーム機８の表示面８１に保護シート１０を貼り付ける際に

おいて，ゲーム機８の表示面８１と保護シート１０との間の空間を狭くした状

態で，剥離シート２０を保護シート１０の接着面１０ａから剥離して，保護シ

ート１０をゲーム機８の表示面８１に貼り付けることができる。従って，ゲー

ム機８の表示面８１と保護シート１０との間に気泡（空気）が入ることを防止

することができる。 

【００２７】 

剥離シート２０は，第１剥離部２１と，第２剥離部２２とを有する。第１剥

離部２１及び第２剥離部２２は，保護シート１０の略半分の大きさで，同一形

状の長方形のシート状に形成される。第１剥離部２１及び第２剥離部２２は，

分離ラインとしての切断可能ライン２３を介してＸ方向に並んで配置される。

本実施形態においては，切断可能ライン２３は，保護シート１０のＸ方向の略

中央において，Ｙ方向に延びるように形成される。切断可能ライン２３は，ミ

シン目状の直線状の破断線により構成され，第１剥離部２１及び第２剥離部２
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２を容易に分離可能に構成される。 

【００２８】 

第１剥離部２１は，第１延出部２１１を有する。第２剥離部２２は，第２延

出部２２１を有する。 

【００２９】 

第１延出部２１１は，図１及び図２に示すように，第１剥離部２１のＸ方向

における切断可能ライン２３寄り（Ｘ２側）の部分において，第１剥離部２１

のＹ方向のＹ２側の端部から保護シート１０のＹ方向のＹ２側（外側）に延び

ている。なお，第１延出部２１１は，第１剥離部２１に接着して形成されてい

てもよい。 

【００３０】 

第１延出部２１１は，図２に示すように，第１剥離部２１の保護シート１０

側の面２１ａにつながる面２１１ａが外側に配置されるように折り返されてい

る。第１延出部２１１は，切断可能ライン２３に略直交する（交差する）Ｘ方

向で且つ第２剥離部２２から遠ざかる方向（Ｘ１側）に延びている。第１延出

部２１１のＸ方向のＸ１側の端部２１４は，第１延出部２１１を引っ張ること

により保護シート１０から第１剥離部２１を剥離させる際において，使用者に

より把持される把持部として構成される。 

【００３１】 

詳述すると，第１延出部２１１は，図２に示すように，帯状に形成され，折

り返される前の状態において，切断可能ライン２３のＹ方向のＹ２側の端部か

ら，切断可能ライン２３が延びる方向に沿って，切断可能ライン２３の延長線

上に沿ってＹ方向に直線状に延びている（図２における二点鎖線参照）。第１

延出部２１１の一辺２１２は，切断可能ライン２３のＹ方向のＹ２側の端部か

ら延びている。 

そして，第１延出部２１１は，第１剥離部２１の保護シート１０側の面２１
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ａにつながる面２１１ａが外側に配置されるように折り返されている。第１延

出部２１１は，図２に示すように，折り返された状態において，第１延出部２

１１の一辺２１２が第１剥離部２１のＹ２側のＸ方向に延びる辺２１ｂに沿う

ように，折り返し傾斜ライン２１３を介して折り返されている。 

【００３２】 

このように構成される第１延出部２１１は，図１に示す状態において，保護

シート１０の上面側からシート貼付構造体１を押さえた状態でＸ方向のＸ１側

に引っ張られることで，第１剥離部２１を切断可能ライン２３側から切断して，

第１剥離部２１を保護シート１０から剥離させることができる。 

【００３３】 

第２延出部２２１は，第２剥離部２２のＸ方向における切断可能ライン２

３寄り（Ｘ１側）の部分において，第２剥離部２２のＹ方向のＹ２側の端部

から保護シート１０のＹ方向のＹ２側（外側）に延びている。なお，第２延

出部２２１は，第２剥離部２２に接着して形成されていてもよい。 

【００３４】 

第２延出部２２１は，図２に示すように，第２剥離部２２の保護シート１０

側の面２２ａにつながる面２２１ａが外側に配置されるように折り返されてい

る。第２延出部２２１は，切断可能ライン２３に略直交する（交差する）方向

Ｘで且つ第１剥離部２１から遠ざかる方向（Ｘ２側）に延びている。第２延出

部２２１のＸ方向のＸ２側の端部２２４は，第２延出部２２１を引っ張ること

により保護シート１０から第２剥離部２２を剥離させる際において，使用者に

より把持される把持部として構成される。 

【００３５】 

詳述すると，第２延出部２２１は，図２に示すように，帯状に形成され，折

り返される前の状態において，切断可能ライン２３のＹ方向のＹ２側の端部か

ら，切断可能ライン２３が延びる方向に沿って，切断可能ライン２３の延長線
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上に沿ってＹ方向に直線状に延びている（図２における二点鎖線参照）。第２

延出部２２１の一辺２２２は，切断可能ライン２３のＹ方向のＹ２側の端部か

ら延びている。 

そして，第２延出部２２１は，第２剥離部２２の保護シート１０側の面２２

ａにつながる面２２１ａが外側に配置されるように折り返されている。第２延

出部２２１は，図２に示すように，折り返された状態において，第２延出部２

２１の一辺２２２が第２剥離部２２のＹ２側のＸ方向に延びる辺２２ｂに沿う

ように，折り返し傾斜ライン２２３を介して折り返されている。 

【００３６】 

このように構成される第２延出部２２１は，図１に示す状態において，保

護シート１０の上面側からシート貼付構造体１を押さえた状態でＸ方向のＸ

２側に引っ張られることで，第２剥離部２２を切断可能ライン２３側から切

断して，第２剥離部２２を保護シート１０から剥離させることができる。 

【００３７】 

仮止貼付部３０は，第１剥離部２１から分離しない状態（接合した状態）

で，第１剥離部２１におけるゲーム機８の表示面８１側の面（第１剥離部２

１における保護シート１０側とは反対側の面）に設けられる（図４参照）。仮

止貼付部３０は，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１に仮止めするた

めに用いられる。仮止貼付部３０は，ゲーム機８の表示面８１に貼り付け可

能である。仮止貼付部３０は，図１及び図２に示すように，第１剥離部２１

におけるＸ方向の切断可能ライン２３寄りに配置される。 

【００３８】 

仮止貼付部３０は，図１（ａ）に示すように，第１剥離部２１における切

断可能ライン２３からＸ方向のＸ１側に距離Ｈ離間して配置される。距離Ｈ

は，例えば，０～５ｍｍである。また，仮止貼付部３０は，第１剥離部２１

のＹ方向のＹ１側の端部からＹ方向のＹ２側に距離Ｌ１離間して配置され，
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第１剥離部２１のＹ方向のＹ２側の端部からＹ方向のＹ１側に距離Ｌ２離間

して配置される。距離Ｌ１は，例えば０ｍｍであり，距離Ｌ２は，例えば４

０ｍｍである（Ｌ１＜Ｌ２）。 

【００３９】 

仮止貼付部３０の大きさは，第１剥離部２１の大きさよりも小さい。第１剥

離部２１がＸ方向の長さがＸａでＹ方向の長さがＹａの方形状（Ｘａ×Ｙａの

方形状）に形成されるのに対して，仮止貼付部３０は，Ｘ方向の長さがＸｂで

Ｙ方向の長さがＹｂの方形状（Ｘｂ×Ｙｂの方形状）に形成される。第１剥離

部２１の長さＸａは，例えば３０～１００ｍｍであり，長さＹａは，例えば５

０～１００ｍｍである。また，仮止貼付部３０の長さＸｂは，例えば１０～１

５ｍｍであり，長さＹｂは，例えば１５～３０ｍｍである。 

また，第１剥離部２１のＹ方向の長さＹａに対する仮止貼付部３０のＹ方向

の長さＹｂの割合は，例えば１０～２０％である（（Ｙｂ／Ｙａ）×１００％）。 

【００４０】 

仮止貼付部３０の粘着面３０ａは，ゲーム機８の表示面８１に対して貼付可

能であって，ゲーム機８の表示面８１に貼付された後に剥離可能である。仮止

貼付部３０の粘着面３０ａは，ゲーム機８の表示面８１から剥離された後にお

いて，ゲーム機８の表示面８１に糊残りがない材料により形成される。 

【００４１】 

仮止貼付部３０は，第１剥離部２１から分離しない状態で第１剥離部２１に

設けられているため，ゲーム機８の表示面８１に貼付された後において，第１

剥離部２１が接着面１０ａから剥離されるときに，第１剥離部２１とともにゲ

ーム機８の表示面８１から剥離される。 

本実施形態においては，仮止貼付部３０は，例えば両面テープにより構成さ

れる。仮止貼付部３０の粘着面３０ａは，粘着性を有する粘着剤などにより構

成される。 
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【００４２】 

仮止貼付部３０の粘着面３０ａは，仮止保護シート４０により保護される。

仮止保護シート４０は，仮止貼付部３０と略同じ大きさに形成される。仮止保

護シート４０は，仮止貼付部３０の粘着面３０ａに貼り付けられている。仮止

保護シート４０は，仮止貼付部３０がゲーム機８の表示面８１に貼付される際

に剥離される。 

【００４３】 

次に，図面を参照して，第１実施形態におけるシート貼付構造体１を用い

て保護シートを貼付する貼付方法について説明する。図３は，第１実施形態

に係るシート貼付構造体１を用いて保護シート１０を貼付する貼付方法を説

明する図であって，シート貼付構造体１をゲーム機８の表示面８１側に移動

させている状態を示す図である。図４の（ａ）及び（ｂ）は，第１実施形態

に係るシート貼付構造体１を用いて保護シート１０を貼付する貼付方法を説

明する図であって，シート貼付構造体１を仮止貼付部３０により表示面８１

に仮止めした状態を示す図である。図５の（ａ）及び（ｂ）は，第１実施形

態に係るシート貼付構造体１を用いて保護シート１０を貼付する貼付方法を

説明する図であって，図４に示す状態から第２剥離部２２を剥離させて，保

護シート１０のＸ１側の半分を表示面８１に貼付した状態を示す図である。

図６の（ａ）及び（ｂ）は，第１実施形態に係るシート貼付構造体１を用い

て保護シート１０を貼付する貼付方法を説明する図であって，図５に示す状

態から第１剥離部２１を剥離させて，保護シート１０の全体を表示面８１に

貼付した状態を示す図である。 

【００４４】 

まず，仮止工程において，図３及び図４に示すように，シート貼付構造体１

を使用する使用者は，仮止貼付部３０から仮止保護シート４０を剥離させて仮

止貼付部３０の粘着面３０ａを露出した状態で，仮止貼付部３０をゲーム機８
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の表示面８１に貼付する。これにより，保護シート１０をゲーム機８の表示面

８１に位置決めした状態で，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１に仮止

めする。ここで，仮止貼付部３０の大きさは，第１剥離部２１よりも小さい。

そのため，保護シート１０の接着面１０ａが露出していない状態で仮止貼付部

３０を表示面８１に位置決めして貼り付けることで，保護シート１０の位置決

めを容易に行うことができる。 

【００４５】 

次に，第１剥離貼付工程において，シート貼付構造体１の使用者は，仮止

工程により保護シート１０を仮止貼付部３０で仮止めした後に，図４に示す

状態から，第２剥離部２２を第２延出部２２１を引っ張ることにより保護シ

ート１０から剥がして，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１に貼付す

る。 

具体的には，シート貼付構造体１を使用する使用者は，保護シート１０を

ゲーム機８の表示面８１に押さえ付けながら，第２延出部２２１の端部２２

４を把持して，第２延出部２２１をＸ方向のＸ２側に引っ張る。 

【００４６】 

これにより，第２剥離部２２は，切断可能ライン２３により切断されると共

に，第２剥離部２２の切断可能ライン２３寄りのＹ方向のＹ２側の端部から外

側に向けて順に剥離される。詳細には，第２延出部２２１をＸ方向のＸ２側に

引っ張ることにより，第２剥離部２２は，第２延出部２２１により引っ張られ

て，折り返し傾斜ライン２２３が斜め上方側に平行移動して，図４における斜

め右上方側に向けて剥離されていく。 

【００４７】 

ここで，第２延出部２２１は，図２に示すように，第２剥離部２２の保護シ

ート１０側の面２２ａにつながる面２２１ａが外側に配置されるように，折り

返し傾斜ライン２２３を介して，折り返されている。これにより，第２延出部
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２２１をＸ方向のＸ２側に引っ張った場合に，第２剥離部２２における保護シ

ート１０の接着面１０ａ側の面２２ａを折り返し傾斜ライン２２３を境にゲー

ム機８の表示面８１側に反転させながら第２剥離部２２を移動させて，保護シ

ート１０の接着面１０ａから第２剥離部２２を剥離することができる。 

【００４８】 

また，第２延出部２２１は，切断可能ライン２３寄りに配置されている。そ

のため，第２延出部２２１を引っ張ることにより，切断可能ライン２３を容易

に切断することができる。更に，本実施形態においては，第２延出部２２１の

一辺２２２は，切断可能ライン２３のＹ方向のＹ２側の端部から延びている。

そのため，第２延出部２２１を引っ張るだけで，切断可能ライン２３を一層容

易に切断することができる。 

【００４９】 

保護シート１０をゲーム機８の表示面８１に押さえ付けながら保護シート１

０から第２剥離部２２が剥離されることで，保護シート１０は，第２剥離部が

剥離された部分である切断可能ライン２３寄りの部分から順に，ゲーム機８の

表示面８１に貼付される。ここでは，保護シート１０の接着面１０ａとゲーム

機８の表示面８１とを密着させながら第２剥離部２２を剥離させて，保護シー

ト１０における第２剥離部２２が貼付されていた部分を，ゲーム機８の表示面

８１に貼付することができる。 

これにより，図５に示すように，保護シート１０は，第２剥離部２２を剥離

することで，ゲーム機８の表示面８１のＸ方向のＸ２側の略半分の部分に貼り

付けられる。 

【００５０】 

次に，第２剥離貼付工程において，シート貼付構造体１の使用者は，第１剥

離貼付工程の後に，図５に示す状態から，仮止貼付部３０が設けられる第１剥

離部２１を第１延出部２１１を引っ張ることにより保護シート１０から剥がす
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と共に仮止貼付部３０をゲーム機８の表示面８１から剥がして，保護シート１

０をゲーム機８の表示面８１に貼付する。 

【００５１】 

具体的には，シート貼付構造体１を使用する使用者は，第１剥離部２１を保

護シート１０から剥離させる。第２剥離貼付工程においては，第１剥離貼付工

程と同様に，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１に押さえ付けながら，

第１延出部２１１の端部２１４を把持して，第１延出部２１１をＸ方向のＸ１

側に引っ張る。 

第１剥離部２１を保護シート１０から剥離させる手順は，第２剥離部２２を

剥離させるために第２延出部２２１をＸ２側に引っ張る手順に代えて第１剥離

部２１を剥離させるために第１延出部２１１をＸ１側に引っ張ることが異なる

のみで，前述の第２剥離部２２を保護シート１０から剥離させる第１剥離貼付

工程とほぼ同様である。そのため，第２剥離貼付工程における第１剥離貼付工

程と同様の動作は，第１剥離貼付工程の説明を援用して，その説明を省略する。

この場合，第２剥離貼付工程においては，第１剥離貼付工程と同様の作用効果

が奏される。 

【００５２】 

また，第２剥離貼付工程においては，第１剥離貼付工程と同様の動作を行う

ことによって，第１剥離部２１を保護シート１０から剥離させる際に，第１剥

離部２１とともに，仮止貼付部３０は，ゲーム機８の表示面８１から剥離され

る。ここで，第２剥離貼付工程は，第１剥離貼付工程の後に行われる。そのた

め，保護シート１０における第２剥離部２２が貼付されていた部分は，第１剥

離貼付工程により，ゲーム機８の表示面８１に貼付されている状態である。こ

れにより，保護シート１０における第２剥離部２２が貼付されていた部分がゲ

ーム機８の表示面８１に貼付されているため，第１剥離部２１を安定して保護

シート１０から剥離させることができ，仮止め用に使用した仮止貼付部３０を
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第１剥離部２１とともに容易に除去することができる。 

【００５３】 

そして，第２剥離貼付工程においては，第１剥離貼付工程と同様に，保護

シート１０の接着面１０ａとゲーム機８の表示面８１とを密着させながら第

１剥離部２１を剥離させて，保護シート１０における第１剥離部２１が貼付

されていた部分を，ゲーム機８の表示面８１に貼付する。第２剥離貼付工程

においては，保護シート１０における第２剥離部２２が貼付されていた部分

がゲーム機８の表示面８１に貼付されているため，保護シート１０における

第１剥離部２１が貼付されていた部分をゲーム機８の表示面８１に安定して

貼付することができる。 

以上により，保護シート１０の全体をゲーム機８の表示面８１に貼付する

ことができる。 

【００５４】 

以上のように構成されるシート貼付構造体１は，仮止貼付部３０により保護

シート１０を位置決めした状態で仮止めすることで，保護シート１０を容易に

位置決めすることができる。これにより，保護シート１０の位置ずれを低減す

ることができる。そして，保護シート１０とゲーム機８の表示面８１との間に

気泡やホコリが入ることを低減した状態で，簡単に，保護シート１０をゲーム

機８の表示面８１に貼付することができる。 

【００５５】 

以上に説明した第１実施形態のシート貼付構造体１によれば，例えば，次

のような効果が奏される。 

【００５６】 

第１実施形態においては，ゲーム機８の表示面８１に貼り付けられてゲーム

機８の表示面８１を保護する保護シート１０であって，接着面１０ａを有する

保護シート１０と，接着面１０ａを覆うと共に，分離ライン２３を介して並ん
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で配置される第１剥離部２１及び第２剥離部２２を有する剥離シート２０と，

第１剥離部２１及び第２剥離部２２から保護シート１０の外側に延びる延出部

２１１，２２１と，を備える。そのため，第１延出部２１１及び第２延出部２

２１を引っ張るだけで，第１剥離部２１及び第２剥離部２２を保護シート１０

から容易に剥離させて，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１に容易に貼

付することができる。 

【００５７】 

また，第１実施形態においては，第１剥離部２１に設けられ，保護シート１

０をゲーム機８の表示面８１に仮止めするための仮止貼付部３０を更に備える。

そのため，仮止貼付部３０により保護シート１０を位置決めした状態で仮止め

することで，保護シート１０を容易に位置決めすることができる。これにより，

保護シート１０の位置ずれを低減することができる。また，仮止貼付部３０に

より保護シート１０をゲーム機８に仮止めできるため，保護シート１０をゲー

ム機８の表示面８１に容易に貼付することができる。 

【００５８】 

また，第１実施形態においては，仮止貼付部３０は，ゲーム機８に貼り付け

可能である。そのため，仮止貼付部３０をゲーム機８に貼り付けるだけで，保

護シート１０をゲーム機に容易に仮止めすることができる。 

【００５９】 

また，第１実施形態においては，仮止貼付部３０は，第１剥離部２１におけ

る切断可能ライン２３寄りに配置される。そのため，仮止貼付部３０を切断可

能ライン２３側に貼り付けた安定した状態で，保護シート１０から第２剥離部

２２を剥離させることができる。これにより，安定した状態で保護シート１０

を表示面８１に貼付することができるため，保護シート１０の位置ずれを低減

することができる。 

【００６０】 
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また，第１実施形態においては，第１延出部２１１は，第１剥離部２１にお

ける切断可能ライン２３寄りの部分から保護シート１０の外側に延びており，

第２延出部２２１は，第２剥離部２２における切断可能ライン２３寄りの部分

から保護シート１０の外側に延びている。そのため，第１剥離部２１及び第２

剥離部２２を，切断可能ライン２３側から剥離することができる。これにより，

保護シート１０を端部側から貼り付けるよりも，保護シート１０を安定した状

態で貼り付けることができ，保護シート１０とゲーム機８の表示面８１との間

に気泡やホコリが入ることを低減することができる。 

【００６１】 

特に，第１実施形態においては，切断可能ライン２３は，保護シート１０の

Ｘ方向の略中央に形成される。そのため，保護シート１０をＸ方向の略中央側

から端部側に拡がるように，ゲーム機８の表示面８１に貼り付けることができ

る。これにより，保護シート１０とゲーム機８の表示面８１との間に気泡やホ

コリが入ることを一層低減することができる。 

【００６２】 

また，第１実施形態においては，第１延出部２１１は，第１剥離部２１の

保護シート１０側の面２１ａにつながる面２１１ａが外側に配置されるよう

に折り返されると共に，切断可能ライン２３に交差する方向Ｘで且つ第２剥

離部２２から遠ざかる方向（Ｘ１側）に延びており，第２延出部２２１は，

第２剥離部２２の保護シート１０側の面２２ａにつながる面２２１ａが外側

に配置されるように折り返されると共に，切断可能ライン２３に交差する方

向Ｘで且つ第１剥離部２１から遠ざかる方向（Ｘ２側）に延びている。 

【００６３】 

そのため，第１延出部２１１及び第２延出部２２１をＸ方向のＸ１側又はＸ

２側に引っ張ることにより，第１剥離部２１及び第２剥離部２２を切断可能ラ

イン２３側から順に剥離することができる。これにより，第１延出部２１１及
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び第２延出部２２１を引っ張るだけで，第１剥離部２１及び第２剥離部２２を

保護シート１０から容易に剥離させて，保護シート１０をゲーム機８の表示面

８１に容易に貼付することができる。 

【００６４】 

また，第１延出部２１１は，第１剥離部２１の保護シート１０側の面２１

ａにつながる面２１１ａが外側に配置されるように折り返される。第２延出

部２２１は，第２剥離部２２の保護シート１０側の面２２ａにつながる面２

２１ａが外側に配置されるように折り返される。そのため，第１延出部２１

１及び第２延出部２２１をＸ方向のＸ１側又はＸ２側に引っ張った場合に，

第１剥離部２１及び第２剥離部２２における保護シート１０の接着面１０ａ

側の面２１ａ，２２ａを折り返し傾斜ライン２２３を境に反転させながら，

保護シート１０から第２剥離部２２を剥離するように移動させることができ

る。これにより，第１延出部２１１及び第２延出部２２１をＸ方向のＸ１側

又はＸ２側に引っ張ることにより，第１剥離部２１及び第２剥離部２２を，

保護シート１０の接着面１０ａから容易に剥離させることができる。 

【００６５】 

また，第１実施形態においては，仮止貼付部３０をゲーム機８の表示面８

１に保護シート１０を仮止めする仮止工程と，仮止工程により保護シート１

０を仮止貼付部３０で仮止めした後に，第２剥離部２２を第２延出部２２１

を引っ張ることにより保護シート１０から剥がして，保護シート１０をゲー

ム機８の表示面８１に貼付する第１剥離貼付工程と，第１剥離貼付工程の後

に，仮止貼付部３０が設けられる第１剥離部２１を第１延出部２１１を引っ

張ることにより保護シート１０から剥がすと共に仮止貼付部３０をゲーム機

８の表示面８１から剥がして，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１に

貼付する第２剥離貼付工程と，を備える。 

これにより，仮止貼付部３０により保護シート１０を位置決めした状態で
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仮止めすることで，保護シート１０の位置ずれを低減することができる。 

【００６６】 

また，第１実施形態においては，接着面１０ａを有し，接着面１０ａがゲー

ム機８の表示面８１に貼付される保護シート１０と，接着面１０ａを覆うよう

に接着面１０ａに貼付され，ゲーム機８の表示面８１に保護シート１０が貼付

される際に接着面１０ａから剥離される剥離シート２０であって，分離ライン

２３を介して並んで配置される第１剥離部２１及び第２剥離部２２を有する剥

離シート２０と，第１剥離部２１から保護シート１０の外側に延びる第１延出

部２１１と，第２剥離部２２から保護シート１０の外側に延びる第２延出部２

２１と，第１剥離部２１におけるゲーム機８の表示面８１側に設けられ，第１

剥離部２１の大きさよりも小さい仮止貼付部３０であって，仮止貼付部３０が

ゲーム機８の表示面８１に貼付された後において，第１剥離部２１が接着面１

０ａから剥離されるときにゲーム機８の表示面８１から剥離される仮止貼付部

３０と，を備える。 

【００６７】 

そのため，仮止貼付部３０により保護シート１０を位置決めした状態で仮止

めすることで，保護シート１０を容易に位置決めすることができる。これによ

り，保護シート１０の位置ずれを低減することができる。 

また，第１剥離部２１を剥離させるだけで，ゲーム機８の表示面８１に貼付

した仮止貼付部３０を剥離することができるため，仮止め用に使用した仮止貼

付部３０を容易に除去することができる。 

【００６８】 

また，仮止貼付部３０の大きさは，第１剥離部２１よりも小さい。そのため，

保護シート１０を位置決めする際のシート貼付構造体１の取り扱いが容易であ

る。 

また，仮止貼付部３０は，第１剥離部２１におけるゲーム機８の表示面８１
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側に設けられている。そのため，表示面８１の周囲に段差が形成されている場

合や，ゲーム機８の表示面８１の外側に仮止めするための部分がない場合にお

いても，ゲーム機８の表示面８１上に仮止貼付部３０を貼り付けて位置決めを

することができる。これにより，ゲーム機８の表示面８１上に仮止貼付部３０

を直接貼付するだけで，保護シート１０の位置決めを容易に行うことができる。 

【００６９】 

＜第２実施形態＞ 

次に，適宜図面を参照しつつ，本発明の第２実施形態について説明する。図

７は，本発明の第２実施形態に係るシート貼付構造体１Ａの全体構成を示す図

であって，（ａ）は平面図であり，（ｂ）は，図７（ａ）のＡ－Ａ線断面図であ

る。 

第２実施形態については，主として，第１実施形態と異なる点を中心に説明

し，第１実施形態と同様な構成については，詳細な説明を省略する。第２実施

形態において，特に説明しない点は，第１実施形態についての説明が適宜適用

される。また，第２実施形態においても，第１実施形態と同様な効果が奏され

る。 

【００７０】 

第２実施形態においては，第１実施形態と比べて，第１実施形態における仮

止貼付部３０及び仮止保護シート４０を備えていない点，第１剥離部２１が第

１実施形態における第１延出部２１１を有していない点，及び，第１剥離部２

１が把持片２１５を有する点が主として異なる。 

第２実施形態のシート貼付構造体１Ａは，図７に示すように，保護シート１

０と，剥離シート２０と，を備える。 

第２実施形態におけるシート貼付構造体１Ａの保護シート１０は，例えば，

被貼付部材としてのカメラ９（装置）の背面側の表示面９１（表面）に貼付さ

れ，カメラ９の背面側の表示面９１を保護する際に用いられる（図８等参照）。 
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【００７１】 

第２実施形態においては，保護シート１０における第１剥離部２１に覆われ

る接着面１０ａは，保護シート１０をカメラ９の表示面９１に仮止めするため

の仮止部としての機能を有する。 

剥離シート２０は，第１実施形態と同様に，第１剥離部２１と，第２剥離部

２２とを有する。第１剥離部２１は，把持片２１５を有する。第２剥離部２２

は，第２延出部２２１を有する。第２実施形態のシート貼付構造体１Ａにおい

て，第２延出部２２１の構成は，第１実施形態のシート貼付構造体１の構成と

同様である。 

【００７２】 

第１剥離部２１の把持片２１５は，図７に示すように，第１剥離部２１のＸ

方向における切断可能ライン２３寄り（Ｘ２側）の部分において，第１剥離部

２１のＹ方向のＹ２側の端部から保護シート１０のＹ方向のＹ２側（外側）に

突出している。 

把持片２１５は，保護シート１０から第１剥離部２１を剥離する際に，使用

者等に把持される。使用者は，把持片２１５を把持して，把持片２１５と共に

第１剥離部２１を保護シート１０からめくり上げることにより，第１剥離部１

２を保護シート１０から剥離することができる。 

第２実施形態のシート貼付構造体１Ａにおいて，その他の構成は，第１実施

形態のシート貼付構造体１の構成と同様である。 

【００７３】 

次に，図面を参照して，第２実施形態におけるシート貼付構造体１Ａを用い

て保護シート１０を貼付する貼付方法について説明する。図８は，第２実施形

態に係るシート貼付構造体１Ａを用いて保護シート１０を貼付する貼付方法を

説明する図であって，シート貼付構造体１Ａをカメラ９の表示面９１側に移動

させている状態を示す図である。図９の（ａ）及び（ｂ）は，第２実施形態に
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係るシート貼付構造体１Ａを用いて保護シート１０を貼付する貼付方法を説明

する図であって，第１剥離部２１を剥離させて，保護シート１０のＸ１側の半

分を表示面９１に貼付した状態を示す図である。 

なお，第２実施形態のシート貼付構造体１Ａを用いて保護シート１０を貼付

する貼付方法の説明において，第１実施形態と同様の貼付方法については，詳

細な説明を省略する。 

【００７４】 

まず，シート貼付構造体１Ａを使用する使用者は，図７に示す状態から，

把持片２１５を把持して，把持片２１５と共に第１剥離部２１を保護シート

１０からめくり上げることにより，第１剥離部１２を保護シート１０から剥

離させる。これにより，使用者は，保護シート１０における第１剥離部１２

に覆われていた側の接着面１０ａを露出させる。 

そして，仮止工程において，シート貼付構造体１Ａを使用する使用者は，

図８及び図９に示すように，第１剥離部１２に覆われていた側の接着面１０

ａを露出した状態で，仮止貼付部３０をカメラ９の表示面９１に貼付する。

ここで，第１剥離部１２に覆われていた側の接着面１０ａは，保護シート１

０をカメラ９の表示面９１に仮止めするための仮止部としての機能を有する。

これにより，保護シート１０をカメラ９の表示面９１に位置決めした状態で，

保護シート１０をカメラ９の表示面９１に仮止めすることができる。 

【００７５】 

次に，シート貼付構造体１Ａの使用者は，仮止工程により保護シート１０

を接着面１０ａを貼り付けて仮止めした後に，図９に示す状態から，第１実

施形態における第１剥離貼付工程と同様に，第２剥離部２２を第２延出部２

２１を引っ張ることにより保護シート１０から剥がして，保護シート１０を

カメラ９の表示面９１に貼付する。 

以上により，保護シート１０の全体をカメラ９の表示面９１に貼付するこ
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とができる。 

【００７６】 

以上に説明した第２実施形態のシート貼付構造体１Ａによれば，例えば，次

のような効果が奏される。 

第２実施形態においては，保護シート１０における第１剥離部２１に覆われ

る接着面１０ａは，保護シート１０をカメラ９の表示面９１に仮止めするため

の仮止部としての機能を有する。また，第２剥離部２２から保護シート１０の

外側に延びる第２延出部２２１を有する。 

【００７７】 

そのため，保護シート１０における第１剥離部１２に覆われていた側の接着

面１０ａにより保護シート１０を位置決めした状態で仮止めすることで，保護

シート１０を容易に位置決めすることができる。これにより，保護シート１０

の位置ずれを低減することができる。また，保護シート１０を仮止めした状態

で，第２延出部２２１を引っ張るだけで，第２剥離部２２を保護シート１０か

ら容易に剥離させることができ，保護シート１０をカメラ９の表示面９１に容

易に貼付することができる。 

【００７８】 

また，第２実施形態におけるシート貼付構造体１Ａにおいては，カメラ９の

表示面９１が小さい場合に，保護シート１０における第１剥離部２１に覆われ

る接着面１０ａを小さくすることができるため，保護シート１０における第１

剥離部２１に覆われる接着面１０ａを表示面９１に貼り付けることが容易とな

る。従って，第２実施形態におけるシート貼付構造体１Ａにおいては，カメラ

９の表示面９１が小さい場合に，保護シート１０における第１剥離部２１に覆

われる接着面１０ａを仮止部として機能させることが好適である。 

【００９４】 

以上，本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は，上述した実
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施形態に限定されることなく，種々の形態で実施することができる。 

例えば，前記実施形態においては，被貼付部材の表示面をゲーム機８の表示

面８１としたが，これに制限されない。例えば，被貼付部材の表示面を，携帯

電話機の表示面や，カーナビゲーションシステムに使用される表示面としても

よい。 

【００９５】 

前記実施形態においては，第１剥離部２１及び第１延出部２１１を一体的に

構成すると共に，第２剥離部２２及び第２延出部２２１を一体的に構成したが，

これに制限されない。第１延出部２１１を第１剥離部２１と別体で構成しても

よく，第２延出部２２１を第２剥離部２２と別体で構成してもよい。 

【００９６】 

前記第２実施形態においては，第１剥離部２１及び把持片２１５を一体的に

構成したが，これに制限されず，把持片２１５を第１剥離部２１と別体で構成

してもよい。 

【００９７】 

前記実施形態においては，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１やカメ

ラ９の表示面９１に貼り付けるように構成したが，これに制限されない。例え

ば，保護シート１０をゲーム機８の表示面８１と反対側の表面に貼り付けるよ

うに構成してもよい。 

【００９９】 

前記実施形態においては，剥離シートを，第１剥離部２１及び第２剥離部２

２の２つで構成したが，これに制限されない。剥離シートを，３つ以上の剥離

部で構成してもよい。 

【０１００】 

前記第１実施形態においては，仮止貼付部３０を第１剥離部２１の１箇所に

設ける構成としたが，これに制限されない。仮止貼付部３０を第１剥離部２１
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に加えて第２剥離部２２にも設けてもよい。 

【０１０１】 

前記第１実施形態においては，仮止貼付部３０を両面テープで構成したが，

これに制限されない。例えば，仮止貼付部３０を，粘着性を有する粘着剤で構

成してもよい。 

【０１０２】 

前記実施形態においては，分離ラインを，ミシン目状の破断線により構成さ

れる切断可能ライン２３としたが，これに制限されない。分離ラインは，第１

剥離部２１及び第２剥離部２２を完全に切断する切断ラインであってもよい。 
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【図面】 

【図１】 
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】
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【図７】
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【図８】
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【図９】

 

以 上 
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別紙 乙１公報・丙１１公報 

 

【特許請求の範囲】 

【請求項１】 

基材シートと，該基材シートの裏面に形成された粘着層と，該粘着層に仮付

着され剥離シートと，を有するフィルムシートであって， 

該剥離シートが強い引き裂き方向性のあるシートよりなることを特徴とする， 

フィルムシート。 

【請求項２】 

更に該粘着層に仮付着した該剥離シートの反対面上に積層した第２粘着層と， 

第２粘着層上に仮付着する第２剥離シートとを有することを特徴とする， 

請求項１に記載のフィルムシート。 

【技術分野】 

【０００１】 

本発明は，携帯電話，テレビ，コンピュータ等の電子機器の表示画面に貼り

付けるフィルムシートに関し，更に詳しくは，傷が付きにくく，ほとんど切り

カスも粘着剤に付着せず，且つほぼ真っ直ぐに正確に裂き易い剥離シートを有

すことも可能で，またクリーニング機能を追加可能なフィルムシートに関する。 

【背景技術】 

【０００２】 

最近，携帯電話や液晶テレビなどの電子機器の表示画面には，さまざまな目

的でフィルムシートを貼り付ける傾向にある。フィルムシートの種類としては，

偏光シート，位相差シート，光学補償シート，輝度向上シート等，さまざまな

もの存在する。プライバシーフィルム等の特殊な目的で利用される着色フィル

ムシート以外は，複数層の透明なシートが用いられている。 

図２０に示す従来のフィルムシートＡは，電子機器の表示画面に貼付後に露



249 

 

出する図示しない露出面と表示画面に装着する貼付面とからなる基材シート１

０と，基材シート１０の前記貼付面に粘着剤（接着剤）を塗布して形成する粘

着層２０と，フィルムシートＡを表示画面に装着する前の粘着層２０を一時的

にカバーする剥離シート３０とで構成するのが一般的である（特許文献１）。 

【０００３】 

このようなフィルムシートＡは，光学シートとして，例えば，表示画面に貼

り付ける場合に，その全体を一挙に貼り付けようとすると焦点が外れたりして

位置決めが難しい。また，中央部に気泡が封じ込まれ易く熟練を要する。 

【０００４】 

これらの問題を解決するために，剥離シート３０にスリット加工（背割れス

リット）を施した剥離シート３０を採用し，左半分を位置決めして貼り付け，

その後，右半分を貼り付ける方法を採用している。すなわち図２０に示すよう

に，スリット加工を利用して，剥離シート３０を横断するハーフカットＨを施

した剥離シート３０を利用している。しかし，ハーフカットＨを施す距離が長

くなる欠点がある。そして，ハーフカットＨを施す距離が長くなると剥離シー

ト３０の切りカスが発生し粘着面２０に付着する可能性も高くなる。 

【０００５】 

また，ハーフカットＨを施す際，粘着層２０までナイフが入って気泡が混ざ

る結果，剥離シート３０を剥がした後に白濁ラインＪが生じることもある（図

２１参照） 

更に，ハーフカットＨを施す際，粘着層２０を突き抜けるまで深くナイフが

入って，基材シート１０が傷つくことが多い（図２０の拡大部の状態からさら

に深く基材シート１０にまでナイフが入る）。極端には，フィルムシートＡを

横断するハーフカットＨの全長に渡って基材シート１０にナイフ跡が入る場合

があり，品質に大きく影響する。 

【発明が解決しようとする課題】 
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【０００７】 

本発明は，このような問題点を背景に開発されたものである。すなわち，本

発明の目的は，基材シートと該基材シートの裏面に形成された粘着層と該粘着

層に仮付着され剥離シートとを有するフィルムシートにおいて，剥離シートに

強い引き裂き方向性のあるシートを用いることで，任意部分の粘着層の露出を

可能とし，表示画面等への貼り付け位置の設定と貼り付け作業を容易にするこ

とである。また，基材シートに傷が付くことなく，また切りカスも粘着層に付

着せず，且つほぼ真っ直ぐに正確に裂き易いフィルムシートを提供することで

ある。 

【課題を解決するための手段】 

【０００８】 

本発明は，剥離シートの分子の配向性に着目することで，引き裂きの方向性

を定めることを見出し，この知見に基づいてなされたものであり，本発明に係

るフィルムシートは，基材シートと，該基材シートの裏面に形成された粘着層

と，該粘着層に仮付着され剥離シートと，を有するフィルムシートであって，

該剥離シートが強い引き裂き方向性のあるシートよりなることを特徴とする。 

【０００９】 

また，本発明に係るフィルムシートは，上記の構成に加え，粘着層に仮付着

した剥離シートの反対面上に積層した第２粘着層と，第２粘着層上に仮付着す

る第２剥離シートとを加えても良い。 

【発明の効果】 

【００１５】 

本発明のフィルムシートＡは，剥離シート３０が強い引き裂き方向性のある

シートよりなり，切り込みＳが該シートの引き裂き易い方向に沿って形成され

ている構成を備えることにより，ほぼ真っ直ぐに正確に引き裂き易いものとな

るとともに，表示画面等への貼り付け位置の設定と貼り付け作業が容易になる。 
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また，フィルムシートＡを製造する際の切り込みＳの形成工程でも，従来の

ように，基材シート１０を横断するような長さまでナイフによる切り込みを入

れる必要はないので，長い目立つ傷がつくようなことがない。 

また，フィルムシートＡの中央部において粘着層に切り込みが入ることがな

いので，気泡の混入による白濁現象は生じない。 

また，ナイフによる切りカスもほとんど生じないので粘着剤に付着すること

もない。基材シート１０を剥離シートより小さくして，切り込みＳを剥離シー

トの基材シート１０と重ならない部分に入れれば，上記のようなナイフによる

問題は一切ない。更に，使用領域Ｐ１とその周囲の非使用領域Ｐ２とを有し，

該非使用領域にのみ切り込みＳが形成されている構成を備えることにより，基

材シートの全厚みの深さの切り込が可能となり，ナイフによる切り込みＳの形

成工程が極めて容易となる。 

【発明を実施するための形態】 

【００３２】 

〔第７実施形態〕 

図１８は本発明の第７実施形態のフィルムシートＡの斜視図を示し，図１９

は第７実施形態のフィルムシートＡのＹ－Ｙ断面図を示す。 

この第７実施形態のフィルムシートＡは，前述の実施例の剥離シート３０の

粘着層２０（第１粘着層）と接する面の裏側の面に第２粘着層４０を積層し，

その上に第２剥離シート５０を仮付着してなる。本実施例の切り込みＳの深さ

は，第２剥離シート５０から第２粘着層４０，第一剥離シート３０まで達して

いる。その他の構成は第１実施形態と同様である。 

【００３３】 

本実施形態のフィルムシートＡの貼り方は，左半分の第２剥離シート５０を

切り裂いて剥がす。この第２剥離シート５０は，その横断する方向（図でいう

上下方向矢印参照）に配向方向をあわせているので，切り込みＳから簡単に引
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き裂くことができる。すなわち第２剥離シート５０の切り込みＳ部付近を指で

摘んで引き剥がすと，切り込みＳから裂き目が次々に伝達していきほぼ真っ直

ぐに且つ正確に切断され，粘着剤から離脱される。 

この場合，第２剥離シート５０には，第１剥離シート３０の裏面に積層され

た第２粘着層４０が付着しているので，左半分を切り裂いて第１剥離シート３

０から離して行く際，右半分の第２粘着層４０の粘着剤は第１剥離シート３０

の裏面に付着している状態なので，剪断力が効率よく働いてより正確に引き裂

き易い。 

これで第２剥離シート５０が取り除かれて左半分の第２粘着層４０が露出す

る。そして露出した左半分の第２粘着層４０の面を対象となる表示画面に貼り

付ける。 

次に右半分の第２剥離シート５０を剥がす。これで残りの右半分の第２粘着

層４０が露出するので，この面を表示画面に貼り付ける。これで第２粘着層４

０が表示画面全体を覆った状態になる。 

次に左半分の表示画面上のフィルムシートＡを再び表示画面上から剥がし，

左半分の第１剥離シート３０を切り込みＳから切り裂いて剥がし，左半分の第

１粘着層２０が露出した状態で表示画面に貼り付ける。右半分のフィルムシー

トＡも左半分と同様の工程を経て表示画面上に貼る。第２粘着層が表示画面に

接触する前に表示画面上にほこりや塵が残っていたとしても，第２粘着層を表

示画面に仮付着させ，表示画面から剥がす際に，ほこりや塵を第２粘着層とと

もに取り除く，クリーニング機能を発揮する。以上でフィルムシート全面が液

晶画面に貼り付けられる。 

【００３４】 

〔第８実施形態〕 

図２２は本発明の第８実施形態のフィルムシートＡの斜視図を示し，図２３

は第８実施形態のフィルムシートＡのＸ－Ｘ断面図を示す。本実施例では剥離
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シート３０を基材シート１０より大きめに形成し，図２２に示すようにスリッ

トＳを剥離シート３０の上辺に切り込む。本実施例では剥離シート３０のスリ

ットＳから左右何れかの部分を切り離し，表示画面に貼付，残りの半分の剥離

シート３０を剥がし，残りの表示画面部分に貼りつける。 

【００３５】 

〔第９実施形態〕 

図２４は本発明の第９実施形態のフィルムシートＡの斜視図を示し，図２５

はそのＸ－Ｘの断面図である。本実施例では剥離シート３０は基材シート１０

より大きく，剥離シート３０の基材シート１０から露出した図２４上辺中央部

に２カ所のスリットＳを切り込み，２つのスリット間を指でつまみ，切り裂い

た後に露出した粘着層２０を表示画面に貼りつけ，左右に残された剥離シート

３０を順に取り外して表示画面に貼りつける。左右何れかの剥離シート３０を

先に剥がし，露出部分を表示画面に貼りつけ，中央部分，残された左右何れか

の部分の順に画面に貼りつけることも可能である。 

【００３６】 

〔第１０実施形態〕 

図２６は本発明の第１０実施形態のフィルムシートＡの断面図を示す。本実

施例におけるフィルムシートは，基材シート１０と，その上に積層した粘着層

２０と，粘着層２０上の剥離シート３０と，剥離シート３０上に積層した第二

粘着層４０と，第二粘着層４０上に重ねた第二剥離シート５０とで構成する。

剥離シート３０は基材シート１０より大きく，第一及び第二剥離シート３０，

５０の基材シート１０から露出した部分にスリットＳを切り込む。フィルムシ

ートＡの貼付は実施例７と同様である。 

【００３７】 

〔第１１実施形態〕 

図２７は本発明の第１１実施形態のフィルムシートＡの断面図を示す。本実
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施例は，第一及び第二剥離シートの露出した一辺には，二つのスリットＳが形

成され，第１０実施例の手順で第二粘着層４０を表示画面に貼りつける。剥離

シート３０を同じ手順で剥がし，フィルムシートＡの貼付が完了する。 

【００３８】 

以上，本発明を説明してきたが，本発明は上述の発明の実施の形態に限らず，

種々の変形例が可能である。例えば，非使用領域Ｐ２の形状は上記の実施例に

限定されるものではない。切り込みＳはミシン目のような切り込みとすること

もでき，それが断面方向の全部切り込みＳの場合は，Ｖ字溝形とすることも可

能である。境界スリットＤもミシン目とすることも可能である。また例えば，

第７実施形態で説明したフィルムシートＡが，第２－６実施例に記載の形態を

採用することも勿論可能である。 

また，粘着層としている層は，粘着剤のほかに接着剤の層を含むことはいう

までもない。 

また，例えば基材シートの粘着層面に貼る剥離シート３０に，貼り付け対象

となる液晶画面の縁に合わせた案内部を設けてもよい。 

また，これまで第一剥離シート３０と第二剥離シート５０を引き裂き分離す

る実施例を説明してきたが，剥離シート３０，４０には引き裂き方向性のある

シートを採用せず，実施例７に記載した第２粘着層のクリーニング機能のみを

採用することもできる。 
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【図１８】 

 

【図１９】 

 

【図２０】 
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【図２１】 

 

【図２２】 

 

【図２３】 
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【図２４】 

 

【図２５】 

 

【図２６】 

 

【図２７】 

 

以 上 
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別紙 乙６公報 

 

【発明の属する技術分野】 

【０００１】 

本発明は，携帯電話機の表面に装飾を目的として指定位置に正しく貼り付

けることができる携帯電話機用装飾粘着シールおよびその貼り付け方法に関

するものである。 

【発明の実施の形態】 

【００１６】 

本発明の携帯電話機用装飾装飾粘着シール（以下，装飾粘着シールと記す）

は，表面に装飾用の印刷層を設け，裏面に粘着剤層を設けた粘着フィルムまた

はシートの粘着剤層の面に透明剥離材を接着してなり，該粘着フィルムまたは

シートに外周縁の内側の周囲に切断線を設けて形成した外周剥離領域と，携帯

電話機の表面に設けられた各機能部分の位置に相当する各部分の周囲に切断線

を設けて形成した機能部分表示領域とを有し，かつ該透明剥離材の一部に端縁

と少なくとも２本の一方の端縁から他方の端縁にかけて設けた切断線とにより

囲まれた位置決め用剥離領域を有することを特徴とする。 

【００１７】 

図１は本発明の装飾粘着シールの一例を示す概略平面図，図２は図１のＡ

Ａ′線断面図を示す。同図１は，透明剥離材を用いた装飾粘着シールを示す。 

【００１８】 

同図１に示す様に，本発明の装飾粘着シール１０は，フィルムまたはシート

８の表面に文字，記号，色彩，図形または模様を印刷した印刷層７を設け，ま

た裏面に粘着剤層２を設けて粘着フィルムまたはシート１を形成し，該粘着フ

ィルムまたはシート１の粘着剤層２の面に透明剥離材３３を接着してなる。ま

た，粘着フィルムまたはシート１の外周縁１５の内側の周囲に切断線１２を設
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けて外周剥離領域１４を形成し，また粘着フィルムまたはシート１の切断線１

２の内側には，携帯電話機の表面に設けられたディスプレイ表示部４２，各操

作用ボタン４３，受話口４１，送話口４４からなる各機能部分４６の位置に相

当する各部分１６の周囲に切断線１３を設けて機能部分表示領域１７が形成さ

れている。また，透明剥離材３３の一部に，２本の一方の端縁９ａから他方の

端縁９ｂにかけて設けた切断線１１ａ，１１ｂと，該切断線１１ａ，１１ｂ間

の端縁１９ａ，１９ｂにより囲まれた位置決め用剥離領域４が設けられている。 

【００１９】 

前記位置決め用剥離領域４は，装飾粘着シールを貼り付ける際に，透明剥離

材３３から独立して剥離し，指定位置に位置合わせした後，露出した粘着フィ

ルムまたはシートの粘着剤層の粘着面２ａを携帯電話機に仮止めして位置決め

を行なうために用いられる。 

【００２３】 

前記全体の位置合わせを行った後，前記露出した粘着面２ａを粘着フィルム

またはシート１の上より軽く押さえ，粘着面２ａを携帯電話機５に仮止めして

指定位置に位置決めする。 

【００２７】 

本発明において，位置決め用剥離領域４は仮止めできる大きさであればよく，

また切断線１１ａ，１１ｂは，通常の方法で透明剥離材３をカッティングする

ことにより形成することができる。切断線は，少なくとも２本以上あればよく，

切断線の数また引き方により位置決め用剥離領域の幅，形状は任意に形成する

ことができる。図１に示す位置決め用剥離領域は，端縁と２本の切断線により

囲まれた帯状の領域からなる例を示したが，例えば，４本の切断線を用いて，

平行な２本の切断線とそれに直交した平行な２本の切断線と剥離材の端縁によ

り囲まれた２つの位置決め用剥離領域からなるものでもよい。また，交差した

２本の切断線と剥離材の端縁により囲まれた２つの領域からなるものでもよい。 
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【００２８】 

また，位置決め用剥離領域は，透明剥離材の一部に形成されていればよく，

その位置は特に制限はないが，特に中央部に設けるのが位置決めおよび透明剥

離材を剥離する上で好ましい。 

【図１】 

 

【図２】 

 

以 上  
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別紙 乙７公報 

 

【発明の属する技術分野】 

【０００１】  

本発明は，粘着シールを指定位置に正しく貼り付けることができる指定位置

接着用粘着シールおよびその貼り付け方法に関するものである。 

【発明の実施の形態】 

【００１４】 

本発明の指定位置接着用粘着シール（以下，位置用粘着シールと記す）は，

一方の面に粘着剤層を設けた粘着フィルムまたはシートの粘着剤層の面に剥離

材を接着してなる粘着シールにおいて，該剥離材の一部に少なくとも２本の一

方の端縁から他方の端縁にかけて設けた切断線と該切断線間の端縁により囲ま

れた位置決め用剥離領域を有することを特徴とする。 

【００１５】 

図１は本発明の位置用粘着シールの一例を示す概略図であり，図１（ａ）

は平面図，図１（ｂ）はＡＡ′線断面図を示す。同図１に示す様に，本発明

の位置用粘着シール１０は，フィルムまたはシート８の表面に文字，記号，

色彩，図形または模様を印刷した印刷層７を設け，また裏面に粘着剤層２を

設けて粘着フィルムまたはシート１を形成し，該粘着フィルムまたはシート

１の粘着剤層２の下面に剥離材３を接着してなり，該剥離材３の一部に，２

本の一方の端縁９ａから他方の端縁９ｂにかけて設けた切断線１１ａ，１１

ｂと，該切断線１１ａ，１１ｂ間の端縁１９ａ，１９ｂにより囲まれた位置

決め用剥離領域４を有することを特徴とする。 

【００１６】 

前記位置決め用剥離領域４は，位置用粘着シールを貼り付ける際に，剥離材

３から独立して剥離し，指定位置に位置合わせした後，露出した粘着フィルム
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またはシートの粘着剤層の粘着面２ａを被粘着物に仮止めして位置決めを行な

うために用いられる。 

【００１９】 

前記全体の位置合わせを行った後，図２（ｄ）に示すように，前記露出し

た粘着面２ａを粘着フィルムまたはシート１の上より軽く押さ，粘着面２ａ

を被粘着物５に仮止めして指定位置に位置決めする。そして，図２（ｅ）に

示すように，前記仮止め後に左右に分割された一方の側の剥離材３ａを前記

位置決め用剥離領域４側から徐々に剥がしつつ，図３（ｆ）に示すように，

指または押さえローラー６で圧着して接着する。 

【００２１】 

本発明において，切断線１１ａ，１１ｂは，通常の方法で剥離材３をカッ

ティングすることにより形成することができる。切断線は，少なくとも２本

以上あればよく，切断線の数また引き方により位置決め用剥離領域の形状は

任意に形成することができる。図１に示す位置決め用剥離領域は，端縁と２

本の切断線により囲まれた帯状の領域からなる例を示したが，例えば図４に

示す様に，４本の切断線と剥離材の端縁により囲まれた２つの位置決め用剥

離領域４ａ，４ｂからなるものでもよい。また，図５に示す様に，２本の切

断線が交差して剥離材の端縁により囲まれた２つの領域４ｃ，４ｄからなる

ものでもよい。 

【００２２】 

また，位置決め用剥離領域は，剥離材の一部に形成されていればよく，その

位置は特に制限はないが，特に中央部に設けるのが位置決めおよび剥離材を剥

離する上で好ましい。剥離材には，特に制限はなく通常のものを用いることが

でき，例えば剥離紙や樹脂製の剥離シート等を用いことができる。  
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【図１】 
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【図２】
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【図３】
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【図４】 

 

【図５】 

 

以 上 
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別紙 乙８公報 

 

【考案の属する技術分野】 

【０００１】 

本考案は，粘着シールを指定位置に正しく貼り付けることができる粘着シー

ルに関するものである。 

【考案の実施の形態】 

【０００７】 

本考案は，不慣れな一般人でも，簡単，且つ容易に，また正確に指定位置に

貼り付けることができるようにしたものである。そして，本考案粘着シールは，

図１に示すように，シート１の裏面に粘着剤層２を形成すると共に，該粘着剤

層２の下面に剥離紙３を接着し，更に該剥離紙３の一部に予め帯状にカッティ

ングを施して位置決め用剥離片４が形成してある。 

【０００８】 

前記構成より成る本考案粘着シールの使用方法につき説明すると，先ず図２

に示すように位置決め用剥離片４を剥がし，その部分の粘着剤層２を露出させ

る。 

【０００９】 

次に図３に示すように，剥離紙３の端部を被粘着物５の指定位置に合わせ全

体の位置決めを行う。前記全体の位置決めを行った後，図４に示すように前記

露出した粘着剤層２をシート１上より軽く押さえることによって，粘着シール

は指定位置に仮止めされる。そして，図５に示すように，前記仮止め後に左右

に分割された一方側の剥離紙３を前記カッティング側から徐々に剥がしつつ，

図６に示すように指または押さえローラー６で圧着して接着する。 
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【図面】 

【図１】 

 

【図２】 

 

【図３】 

 

【図４】 
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【図５】 

 

【図６】 

 

以 上  
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別紙 乙９公報 

 

【考案の属する技術分野】 

本考案は，携帯電話機の表面側に装飾を目的として貼付する携帯電話機用装

飾シールに関するものである。 

【考案の実施の形態】 

【０００９】 

次に前記シート２の外周線１４からある程度の巾の枠状部１６を存して切り

抜き線１７に沿って透明な剥離シート４側から全カットしてシール台紙５を長

方形状に切断すると共に，前記ディスプレイ表示部６の外郭線７のやや下方位

置の透明な剥離シート４に，仮止め用の小巾の粘着剤層３を露出させるために，

横方向に帯状の剥離片１８をハーフカットして設けて長方形状の装飾シール１

９を形成する。 

【００１７】 

その後，装飾シール１９を裏返して帯状の剥離片１８を剥離し，粘着剤層３

を帯状に露出させて(図８)，再び装飾シール１９を表側へ戻して，透明な剥離

シート４を透視しながら，ディスプレイ表示部６の窓の線や外郭線７を頼りに

位置決めを行い(図９)，位置が決まったら前記剥離片１８を剥離した後露出し

た粘着剤層３の上面のシート２部分を軽く指で押さえて仮止めを行う。 
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【図３】               【図４】 

             

 

【図８】                  【図９】            

         

以 上 
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別紙 乙１０公報 

 

【技術分野】 

【０００１】 

本発明は，例えば携帯電話，タブレット（Tablet）ＰＣ，ＰＤＡ(Personal 

Digital assistants)，デジタルカメラ等の平面ディスプレイ上に貼付される

平面ディスプレイ貼付用機能性フィルム及びその貼付方法に関するものである。 

【発明を実施するための最良の形態】 

【００１６】 

本実施形態の平面ディスプレイ貼付用機能性フィルムは，被着体の貼付面

に貼付されて光反射防止，紫外線吸収，電磁波シールド等の機能を発現する

ためのフィルムである。図１（ａ），（ｂ）及び（ｃ）に示すように，平面デ

ィスプレイ貼付用機能性フィルム（以下，単に機能性フィルムともいう）１

０は平面矩形状をなし，基材フィルム層１１の一方の面（上面）に機能層１

２が設けられ，機能層１２上には第２粘着剤層１３を介して保護層１４が設

けられている。基材フィルム層の他方の面（下面）には第１粘着剤層１５が

設けられ，その第１粘着剤層１５上には剥離層１６が設けられている。第１

粘着剤層１５は仮止め用粘着剤層１５ａと本止め用粘着剤層１５ｂとに区分

されている。そして，仮止め用粘着剤層１５ａ上に仮止め用剥離層１６ａ，

本止め用粘着剤層１５ｂ上に本止め用剥離層１６ｂが設けられている。仮止

め用剥離層１６ａと本止め用剥離層１６ｂとの間には切り込み１７が設けら

れ，仮止め用剥離層１６ａと本止め用剥離層１６ｂとをそれぞれ単独で引き

剥がしできるようになっている。なお，機能性フィルム１０は，各図におい

て理解を容易にするために，厚さを実際より厚く誇張して描かれている。 

【００１７】 

そして，機能性フィルム１０を被着体としての平面ディスプレイ１９の貼付
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面２０へ貼付する際に，剥離層１６側を貼付面２０上に置いて位置決めを行い，

その後仮止め用剥離層１６ａを仮止め用粘着剤層１５ａから剥離し，それを平

面ディスプレイ１９へ貼付して仮止めする。その後，本止め用剥離層１６ｂを

本止め用粘着剤層１５ａから剥離し，貼付面２０へ貼付する２段階の貼付方法

をとることにより所望の位置へ貼付けることができる。従って，機能性フィル

ム１０の仮止め用粘着剤層１５ａ側が仮止め部１０ａとなり，本止め用粘着剤

層１５ｂ側が本止め部１０ｂとなっている。 

【００２３】 

また，剥離層１６には前述のように仮止め用剥離層１６ａと本止め用剥離層

１６ｂとに２分割されるように切り込み１７が設けられている。そして，機能

性フィルム１０を平面ディスプレイ１９の貼付面２０へ貼付する際に，位置決

めを行い，手等で機能性フィルム１０を押さえてずれないようにしながら，仮

止め用剥離層１６ａを第１粘着剤層１５から剥離し，それを貼付面２０へ貼付

することで貼り付け位置が決定されるようになっている。この分割された仮止

め用剥離層１６ａの大きさは，上記した作業を満足するものであれば良いが，

仮止め用剥離層１６ａの幅は，好ましくは１ｍｍ以上，より好ましくは３ｍｍ

以上，さらに好ましくは５ｍｍ以上である。その幅が１ｍｍ未満では決められ

た位置を保持する粘着力としては不十分となり，例えば次の本止め用剥離層１

６ｂを剥離した後の貼付作業時に機能性フィルム１０が剥がれてしまう可能性

が高くなる傾向にある。 

【００２４】 

また，その上限は次の点を考慮して決められる。つまり，仮止め用粘着剤層

１５ａと本止め用粘着剤層１５ｂの面積比において仮止め用粘着剤層１５ａの

貼付けは仮止めであることから貼付の位置決めが不適切であった場合の貼り直

しや，本止め用粘着剤層１５ｂ側の貼付まで終えた機能性フィルム１０の貼付

面２０内における気泡の残留を抑制する観点より決定される。従って，仮止め
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用粘着剤層１５ａは本止め用粘着剤層１５ｂよりも面積が小さい方が好ましく，

具体的には上記好ましい幅を満たす中で，本止め用粘着剤層１５ｂと仮止め用

粘着剤層１５ａとの合計面積に対する仮止め用粘着剤層１５ａの面積の割合が

好ましくは１～４０％，より好ましくは１～３０％，さらに好ましくは１～２

０％である。その割合が４０％を越えると，仮止め用剥離層１６ａ側の貼付の

位置決めが不適切であった場合に貼り直しが困難となり，また機能性フィルム

１０貼付終了時の貼付面２０内において気泡が残留する確率がより高まる傾向

にある。仮止め用剥離層１６ａ及び本止め用剥離層１６ｂのそれぞれには，各

層を剥がし易くするためのタブを装着したり，切り込みを入れるなどの加工が

なされていても良い。 

【００３４】 

平面ディスプレイ貼付用機能性フィルム１０は，以下に示す手順により平面

ディスプレイ１９の貼付面２０に貼付される。 

（１）機能性フィルム１０の剥離層１６を平面ディスプレイ１９の貼付面（画

面）２０上に置いて位置決めする。 

（２）続いて，その位置を固定して仮止め用剥離層１６ａを剥離し，それによ

り出現した仮止め用粘着剤層１５ａを平面ディスプレイ１９の貼付面２０に貼

付して仮止めする。 

（３）次いで，その仮止め部１０ａを固定して本止め用剥離層１６ｂを剥離し，

それにより出現した本止め用粘着剤層１５ｂを（２）の手順にて貼付した仮止

め部１０ａに近い側から遠い側に向けて順に貼付する。 

【００４４】 

加えて，本止め用粘着剤層１５ｂと仮止め用粘着剤層１５ａとの合計面積に

対する仮止め用粘着剤層１５ａの面積の割合を１～４０％に設定することによ

り，仮止め用粘着剤層１５ａによる仮止めの効果を得ることができるとともに，

本止め用粘着剤層１５ｂによる本止めの効果を十分に発揮することができる。 
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【図１】                

      

【図３】 

         

以 上  
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別紙 乙２公報・丙１２公報 

 

【実用新案登録請求の範囲】 

【請求項１】 

粘着材付きフィルムと片面粘着材付きセパレータと剥離シートから構成され，

フィルムの粘着面にセパレータの非粘着面を貼り，セパレータの粘着面に剥離

シートを貼った事を特徴とするセパレータ付きフィルム。 

【請求項３】 

請求項１に於いて片面粘着材付きセパレータの一部を剥離のためにフィルム

よりも大きく形成したことを特徴とするセパレータ付きフィルム。 

【技術分野】 

【０００１】 

本考案は，液晶画面等を保護する保護フィルムとセパレータに関する物であ

る。 

【背景技術】 

【０００２】 

従来の技術思想では，液晶画面等を保護する目的で使用者が保護フィルムを

貼り付ける場合，液晶画面の埃を除去し保護フィルムから剥離シートを剥がし，

液晶画面の大きさに合わせて正確に貼り付ける作業が必要であったが，埃除去

と位置設定が困難であった。 

【考案が解決しようとする課題】 

【０００３】 

本考案は，液晶画面等に保護フィルムを貼り付ける際の埃除去と位置設定を

容易にすることを課題とする。 

【課題を解決するための手段】 

【０００４】 
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本考案は保護フィルムの粘着層面に分割したセパレータを貼り，該セパレー

タの裏面にも粘着層を設ける事で，保護フィルムを貼り付ける際の埃除去を解

決し，また貼り付け位置の設定を容易に行うという課題を解決する。 

【考案の効果】 

【０００５】 

上記のように本考案の保護フィルムとセパレータはセパレータにも粘着層が

設けられている。従ってセパレータの粘着層には剥離シートが貼られ，３層の

フィルム構造になっている。使用者は分割された最下層の剥離シートを一部剥

がし，粘着材付きセパレータを液晶画面等に位置設定しながら貼り付ける。一

度に全面に貼る必要がないので，この段階で貼り付け位置を調整しながら作業

する。次に最下層の剥離シートの残りを剥がす。こうして貼り終えた粘着材付

きセパレータにも切れ目が入れてあるので，さらに粘着材付きセパレータを保

護フィルムから一部剥がす。このとき埃は該セパレータの粘着層面に付着して

除去される。次に残った粘着材付きセパレータを保護フィルムから剥がす。半

分又は一部を残しながらの作業になり保護フィルムと液晶画面の位置関係は保

たれる。このように保護フィルムと剥離シートの間に粘着材付きセパレータを

加えることで，保護フィルム貼り付け時の埃付着を防止し，また容易に正確な

位置決めを行うことが可能になる。 

【考案を実施するための最良の形態】 

【０００６】 

保護フィルムの粘着層面に貼る粘着材付きセパレータを該保護フィルムより

一部又は全体を大きく作る。粘着材付きセパレータは該保護フィルムに粘着さ

れる面と反対の面に粘着層を設ける。粘着材付きセパレータの中央付近に切れ

目を入れて分離可能にするか複数枚に分割して粘着材付きセパレータを形成す

る。剥離シートは粘着材付きセパレータより一部又は全体を大きくし剥離しや

すい形状に形成する。 
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【実施例】 

【０００７】 

以下，添付図面に基づいて実施例を説明する。 

図１は本考案の粘着セパレータ付き保護フィルムの断面図である。１は保護

フィルム，１ａは粘着層，２及び３はセパレータ，２ａ及び３ａはセパレータ

の粘着層を示す。４は該粘着材付きセパレータの分離部分を示す。５はセパレ

ータの粘着面に貼る剥離シートを示す。 

【０００８】 

図２は保護フィルムと粘着材付きセパレータと剥離シートの構成を示す平面

図である。図３は保護フィルムと同じ大きさの粘着材付きセパレータ，剥離シ

ートとし，一部をそれぞれの剥離の為のガイドとして外側に張り出した形状の

断面図である。２ｂ，３ｂ，５ｂ，６ｂはそれぞれガイドを示す。実施例では

剥離シートも分割して，剥離が容易に出来る形態にある。４，７はセパレータ

と剥離シートのそれぞれの分離部分を示す。 

【０００９】 

図４は図３の実施例の平面図である。セパレータを剥がす位置が明確になり，

また液晶画面への位置決めも正確に行える。 

【００１０】 

図５は保護フィルムを液晶画面に貼るために剥離シート５，６を剥がし，粘

着材付きセパレータ２，３の粘着面を液晶画面に貼着した状態を示す断面図で

ある。この状態で保護フィルムと保護される液晶画面の位置関係を微調整する。

埃が液晶画面上に多少残っていても問題にならない。 

【００１１】 

図６は保護フィルム１から粘着材付きセパレータ２を剥がしている状態の断

面図である。保護フィルム１は粘着材付きセパレータ３を介して半面が液晶画

面に粘着しているため該液晶画面との位置関係は保たれている。粘着材付きセ
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パレータ２が保護フィルム１と液晶画面９から剥がされる際，液晶画面９の表

面の埃は粘着層２ａに粘着され移動する。 

【００１２】 

図７は保護フィルム１の半面が液晶画面上に貼着された状態を示す。この状

態で粘着材付きセパレータ３は該液晶画面上にまだ残っている。図８は粘着材

付きセパレータ３を剥がしている状態を示す。図９は粘着材付きセパレータ２

及び３が完全に剥がされ，保護フィルム１が液晶画面上に貼着された仕上がり

状態の断面である。 

【図面】 

【図１】 

 

【図２】 
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【図３】 

 

【図４】 

 

【図５】 
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【図６】 

 

【図７】 

 

【図８】 
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【図９】 

 

【図１０】 

 

以 上  
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別紙 乙３公報・丙１３公報 

 

【技術分野】 

【０００１】 

本考案は，液晶画面等を保護する保護フィルムとセパレータに関するもので

ある。 

【考案が解決しようとする課題】 

【０００３】 

本考案は，液晶画面等に保護フィルムを貼り付ける際の貼り付け位置設定を

容易にすることを課題とする。 

【考案を実施するための最良の形態】 

【０００６】 

保護フィルムの粘着層面に貼るセパレータの中央付近に複数の分割溝を設

け，該分割溝からセパレータを分離，分割可能にする。セパレータには貼り付

け対象となる液晶画面の縁に合わせた案内部を設ける。セパレータを剥がす際

の手がかりとして，セパレータの分割溝部分付近にガイドを貼り付けるか，又

はセパレータの一部をガイド形状に形成する。 

【実施例】 

【０００７】 

以下，添付図面に基づいて実施例を説明する。 

図１は本考案の分割セパレータ付き保護フィルムの断面図である。１は保護

フィルム，１ａは保護フィルムの粘着層，２はセパレータ，２ａは案内部，３

はセパレータを分離，分割するために設けた分割溝３を示す。 

【０００８】 

図２は実施例の平面図である。貼り付け対象となる液晶画面の縁に合わせ

た案内部２ａより，保護フィルム１は一回り小さい形状とする。また案内部
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の一部を抜き穴２ｂの形状で形成している。セパレータの中央付近にセパレ

ータを分離，分割するために設けた分割溝３を配置し，その周辺にセパレー

タを剥がす為のガイド２ｃを該セパレータに貼付している。 

【０００９】 

図３はセパレータを３分割する実施例の平面図である。セパレータに２カ

所の分割溝３を配置し，その周辺にセパレータと一体に形成したガイド２ｄ，

２ｅ，２ｆを設ける。３分割するセパレータの中央部をガイド２ｅから分割

溝３に沿って剥がし，露出した保護フィルムの粘着層面を液晶画面に貼り付

ける。その後ガイド２ｄ，２ｆより残ったセパレータを剥がして露出した保

護フィルムの粘着層面を液晶画面に貼り付ける。 

【００１０】 

図４はセパレータの案内部２ａを機器の外周形状に合わせた実施例である。

画面が機器４の表面材に埋め込まれカバーされた場合，保護フィルムの位置

決めを画面で行うことが困難である為，機器の外周に合わせた案内部により

貼り付け位置を規定する。 

【図１】 
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【図２】               【図３】 

   

  

【図４】 

 

 

 

以 上  
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別紙 乙４公報・丙１４公報 

  

【技術分野】 

【０００１】 

本考案は，液晶画面等を保護する保護フィルムとセパレータに関するもので

ある。 

【考案が解決しようとする課題】 

【０００３】 

本考案は，液晶画面等に保護フィルムを貼り付ける際の貼り付け位置設定を

容易にすることを課題とする。 

【考案を実施するための最良の形態】 

【０００８】 

保護フィルムの粘着層面に貼るセパレータに貼り付け対象となる液晶画面

の縁に合わせた案内部を設ける。案内部が液晶画面とほぼ同一形状となる場

合もある。該セパレータの中央付近に複数の切れ目を入れて分離可能にする

か，複数枚に分割してセパレータを形成する。セパレータを剥がす際の手が

かりとして，セパレータの分割部分付近にガイドを貼り付けるか，又はセパ

レータの一部をガイド形状に形成する。 

【実施例】 

【０００９】 

以下，添付図面に基づいて実施例を説明する。 

図１は本考案の分割セパレータ付き保護フィルムの平面図である。１は保

護フィルム，２及び３はセパレータ，２ａ及び３ａは案内部，２ｂ及び３ｂ

はセパレータに貼り付けたセパレータを剥がすガイド，４はセパレータの分

離部分を示す。図１のようにセパレータが２枚の場合１枚を剥がし，残った

他の１枚の案内部を液晶画面の縁に合わせて位置決めをする。 
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【００１０】 

図２は図１と同じ構成であるが案内部を穴形状とし，画面の縁に２ａ及び

３ａの案内部を合わせる。２ｃ及び３ｃはセパレータの一部をセパレータを

剥がすガイド形状に形成した実施例である。 

【００１１】 

図３はセパレータを３分割した実施例の平面図である。セパレータは２，

３，５と分割され，それぞれにガイド部を形成する。図４はセパレータの案

内部を機器の外周形状に合わせた実施例である。画面が機器６の表面材に埋

め込まれカバーされた場合，保護フィルムの位置決めを画面で行うことが困

難である為，機器の外周に合わせた案内部により貼り付け位置を規定する。 

【図１】               【図２】 

   

【図３】               【図４】 

                             

以 上 
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別紙 乙５公報・丙９公報 

 

【発明の詳細な説明】 

【技術分野】 

【０００１】 

本発明は，スクリーン保護シート及びその製作方法に関し，特に，より貼り

付けやすく，皺と泡の形成確率を減少することができるスクリーン保護シート

及びその製作方法に関する。 

【背景技術】 

【０００２】 

科学技術の進歩に伴い，現在の電子デバイスは通常スクリーンを有し，当該

電子デバイスの動作状態などを表示することにより，使用者は当該電子デバイ

スを簡単に操作することができる。前記スクリーンは，一般的に液晶スクリー

ンであり，薄くて軽く及び競争力のある価格などの優れた点がある。しかし，

前記液晶スクリーンの表面は耐擦傷性が低く且つ衝撃で壊れやすい。これによ

り，従来技術においては，通常スクリーン保護シートをスクリーン表面に貼り

付けることにより，スクリーンの耐擦傷性と耐衝撃性を向上する。 

【０００４】 

図２は，従来技術のスクリーン保護膜１０の貼り付け方法を示す図である。

使用者はまず離型膜１４の一辺を剥し上げて，当該一辺を基準として，スクリ

ーン保護膜１０の粘着層１２の表面を電子デバイス２のスクリーン２０の一辺

に貼り付け，そして，徐々に離型膜１４を剥しながら，スクリーン保護膜１ 

０を伸ばして平らにすることで，スクリーン保護膜１０は電子デバイス２のス

クリーン２０に貼り付けられ，スクリーン２０に良い耐擦傷性と耐衝撃性を持

たせる。 

【０００５】 
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しかし，上述した方法は一般的に小スクリーンに適する。例えば，スクリ

ーンのサイズは１．５インチから７インチまでの場合，あまり問題が生じな

い。しかし，スクリーンのサイズは７インチ以上の場合，スクリーン全体の

面積が大きくなり，対応するスクリーン保護シートが大きくなり，離型膜の

面積も大きくなる。使用者は大きなサイズの離型膜を連続的に剥がした後に，

スクリーン保護膜を直接スクリーンに貼り付けるときに，スクリーン保護膜

に皺と泡が生じやすく，スクリーン膜の透光性と外観に影響することがある。 

【課題を解決するための手段】 

【００１１】 

前記第一の離型膜は第一の突起部を含む。 

【００１２】 

前記第二の離型膜は第二の突起部を含む。 

【発明を実施するための最良の形態】 

【００２４】 

実施形態 

図３は，本発明の実施形態に係る図であり，具体的に，本発明のスクリー

ン保護シート３がスクリーンに貼り付けられていない時の断面図である。図

３に示すように，本発明のスクリーン保護シート３は，スクリーン保護膜３

０，粘着層３２，第一の離型膜３４１及び第二の離型膜３４２を含む。スク

リーン保護膜３０は，従来技術のようにゴム類の材料から形成され，透光性

と柔軟性を有する。スクリーン保護膜３０の表面上に粘着層１２を設け，ス

クリーン保護膜３０に粘着性を持たせることにより，スクリーン保護膜３０

は，スクリーンに直接貼り付けることができる。また，スクリーン保護膜３

０がスクリーンに貼り付けられていないときには，スクリーン保護膜３０の

粘着層３１上に第一の離型膜３４１と第二の離型膜３４２を有する。第一の

離型膜３４１と第二の離型膜３４２との間にスリット３５を有する。 
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【００２５】 

好ましくは，図４に示すように，第一の離型膜３４１は第一の突起部３４３

を含む。第一の突起部３４３は第一の離型膜３４１の所定位置から延伸される

ものであり，当該所定位置は，使用者が手で第一の突起部３４３を持って，第

一の離型膜３４１を便利に剥がせることができれば，どこでも良い。第一の突

起部３４３と第一の離型膜３４１とは，材料が同じであり，且つ互いに連接し，

製作プロセスにおいては，一体成型により形成される。また，第一の突起部３

４３と第一の離型膜３４１とは，それぞれの材料が異なっても良い。しかし，

この場合，第一の突起部３４３は第一の離型膜３４１と異なり，粘着層３２上

に貼り付けられないので，使用者は手で第一の突起部３４３を持って便利に剥

すことができる。同様に，第二の離型膜３４２は第二の突起部３４４を含み，

第二の突起部３４４の機能と形成方法は第一の突起部３４３の機能と形成方法

と同じである。 

【００２６】 

図５と図６は，本発明のスクリーン保護シート３の使用方法を詳細に説明す

るための図である。本発明のスクリーン保護シート３は，第一の離型膜３４１

と第二の離型膜３４２を含む。使用時に，使用者はまず第一の離型膜３４１を

一辺から剥す。好ましくは，使用者は手で第一の突起部３４３を剥してから第

一の離型膜３４１を一辺から剥す。これにより，スクリーン保護膜３０の一辺

の粘着層３２を露出させ，スクリーン保護膜３０の当該一辺を電子デバイス４

のスクリーン４０の一辺と合わせて，スクリーン保護膜３０を直接スクリーン

４０の当該一辺に貼り付ける。そして，図５に示すように，使用者は徐々に第

一の離型膜３４１を剥しながら，スクリーン保護膜３０を伸ばして平らにする

ことで，スクリーン保護膜３４１の一部の貼り付け作業を完成する。続いて，

使用者は手で第二の離型膜３４２を剥す。より好ましくは，使用者は手で第二

の突起部３４４を剥してから第二の離型膜３４２を一辺から剥す。その後，図



291 

 

６に示すように，使用者は徐々に第二の離型膜３４２を剥しながら，スクリー

ン保護膜３０を伸ばして平らにすることで，スクリーン保護膜３０の全体の貼

り付け作業を完成する。これにより，スクリーン保護膜３０は，完全に電子デ

バイス４のスクリーン４０に貼り付けられる。 

【００２７】 

本発明の実施形態は，例えば，上述した方法でスクリーン保護膜３０を電子

デバイス４のスクリーン４０に貼り付ける。前記方法は，順番に第一の離型膜

３４１と第二の離型膜３４２を剥すことにより，元々大きなサイズのスクリー

ン保護膜を段階にスクリーン４０に貼り付ける。これにより，大きなサイズの

スクリーン保護膜の貼り付け作業の欠点（例えば，皺と泡等が生じる）を克服

し，従来技術のような問題が生じない。また，本実施形態に開示された技術特

徴は，二つ以上の離型膜を含むスクリーン保護シートにおいて用いられること

が可能であり，スクリーン保護シートのサイズの増大により生じる欠点を克服

することが可能である。 

【図２】 

 

【図３】 
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【図４】 

 

  【図５】 

 

【図６】 

 

以 上  
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別紙 丙６公報 

 

（注：丙６公報は韓国語により表記されているが，この別紙には訳文のみを記

載した。） 

 

特許請求の範囲 

【請求項１】 

合成樹脂材からなる保護フィルム１１と，前記合成樹脂材からなる保護フィ

ルム１１の底面に接着剤層１２を有し，前記接着剤層１２を保護する裏紙３１

で構成される保護フィルムにおいて，前記合成樹脂材からなる保護フィルム１

１と，裏紙３１の間に透明な合成樹脂フィルム材からなる仮粘着裏紙２１を有

し，前記仮粘着裏紙２１は左右仮粘着裏紙２１Ａ，２１Ｂに分離され，前記仮

粘着裏紙２１の底面には粘着剤層２２を有することを特徴とする携帯用情報端

末保護フィルム 

【請求項４】 

仮粘着裏紙２１の左右仮粘着裏紙２１Ａ，２１Ｂには，保護フィルム１１の

フレームの外側に突出する取っ手２４を有することを特徴とする，請求項１に

記載の携帯用情報端末保護フィルム 

技術分野 

【０００１】 

本発明は，携帯電話やＰＤＡ（ＰＤＡ：Personal Digital Assistants），

ノート型パソコン，電子辞典のような個人携帯用情報端末の画面や，胴体部の

表面（ケース）を保護するために貼り付ける保護フィルムに関し， 

【０００２】 

特に，本発明は，個人携帯用情報端末のＬＣＤ（ＬＣＤ：Liquid Crystal 

Display）画面上やキーボード又は外部表面に保護フィルムを定位置に正確か
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つ容易に貼り付けることのできる保護フィルム付着構造を有する。 

【０００８】 

携帯用情報端末に保護フィルムを貼り付けることにおいて，貼り付ける前に

保護フィルムを貼り付けようとする対象面を清潔に清掃し，貼り付ける時には

保護フィルムの接着底面に指紋又は指の跡が発生しないように注意し， 

【０００９】 

貼り付けの過程において，保護フィルムが定位置で一回に貼り付けられるよ

うに慎重に貼り付ける。 

【００１０】 

もし，保護フィルムを定位置で一回に貼り付けることができない場合，ずれ

るように保護フィルムが貼り付けられ，ずれて貼り付けられた保護フィルムを

取り外す場合，接着剤の面に異質物が流入したり指紋や指の跡により接着剤の

面が毀損されることで透明度が低下し，接着剤の面が損傷する場合，接着力が

低下するという問題を抱えている。 

【００１１】 

したがって，携帯用情報端末に保護フィルムを一回で正確に貼り付けなけれ

ばならないため，保護フィルムを貼り付けることが極めて難しく，一回に保護

フィルムを貼り付けることができない場合，保護フィルムが損傷して新しい保

護フィルムを使用する場合が頻繁に発生する問題を解決するために本発明が案

出された。 

課題の解決手段 

【００２５】 

個人携帯用情報端末の画面やキー入力部又は外部表面に貼り付けて機器を保

護する保護フィルムにおいて， 

【００２６】 

合成樹脂材からなる保護フィルム１１と，前記合成樹脂材からなる保護フィ
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ルム１１の底面に接着剤層１２を有し，前記接着剤層１２を保護する裏紙３１

で構成されることにおいて， 

【００２７】 

前記合成樹脂材からなる保護フィルム１１と，裏紙３１の間に透明な合成樹

脂フィルム材からなる仮粘着裏紙２１を有し，前記仮粘着裏紙２１は左右仮粘

着裏紙２１Ａ，２１Ｂに分離され，前記仮粘着裏紙２１の底面には粘着剤層２

２を有するようにしたものである。 

【００３０】 

また，前記仮粘着裏紙２１の左右仮粘着裏紙２１Ａ，２１Ｂは，合成樹脂材

からなる保護フィルム１１のフレームの外に突出する取っ手２４を有する。 

【００３３】 

このような構造を有する本発明は，透明な合成樹脂材からなる仮粘着裏紙２

１の底面の裏紙３１を取り外した後，仮粘着裏紙２１の底面の粘着剤層２２を

対象面に付け外しを繰り返しながら，定位置に粘着剤層２２を粘着した後，仮

粘着裏紙２１の左右仮粘着裏紙２１Ａ，２１Ｂを順に取り外しながら合成樹脂

材からなる保護フィルム１１を対象面，すなわち，携帯用情報端末の画面や胴

体部に貼り付ける。 

効果 

【００３４】 

本発明は，合成樹脂材からなる保護フィルム１１を携帯用情報端末に正確か

つ一回に貼り付けることによって，合成樹脂材からなる保護フィルム１１の底

面の接着剤層１２と，裏紙３１の間に透明な合成樹脂フィルム材からなる仮粘

着裏紙２１を有するものであって，前記仮粘着裏紙２１を携帯用情報端末の対

象表面，すなわち，液晶画面又はキーパッド，又は胴体部に付け外しを繰り返

し，仮粘着裏紙２１を定位置に貼り付けてから，一側の仮粘着裏紙２１Ａを携

帯用情報端末に貼り付けた状態で，反対側の仮粘着裏紙２１Ｂを合成樹脂材か
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らなる保護フィルム１１から取り外した後，保護フィルム１１の一側を携帯用

情報端末に貼り付け，反対側の仮粘着裏紙２１Ａを透明保護フィルム１１の接

着剤層１２から取り外した後，残り半分側の合成樹脂材からなる保護フィルム

１１を携帯情報端末の表面に貼り付け，合成樹脂材からなる保護フィルム１１

の携帯用情報端末の表面に貼り付ければ，合成樹脂材からなる保護フィルム１

１が正確に貼り付けられるという効果を有する。 

【００３５】 

前記において，仮粘着裏紙２１の底面の粘着剤層２２を携帯用情報端末の表

面に付け外しを繰り返しながら表面に定位置をとると同時に，異質物を吸着除

去して保護フィルムを貼り付けるとき清潔な面を取得することができ，左右仮

粘着裏紙２１Ａ，２１Ｂを順に取り外した後，合成樹脂材からなる保護フィル

ム１１を押しながら接合するため，内側に起泡が形成することなく清潔かつ鮮

明に，優れた透明度を有するよう保護フィルム１１を携帯用情報端末の表面に

貼り付けることのできる効果を有する。 

発明を実施するための具体的な内容 

【００３８】 

前記において，仮粘着裏紙２１のフレームに突出した取っ手２４を用いると

き，仮粘着裏紙２１を保護フィルム１１から容易に取り外すことができる。 

【００３９】 

また，仮粘着裏紙２１を携帯用情報端末の表面に付け外しを繰り返しながら

定位置をとると同時に，異質物を吸着して清潔であり，透明度が向上され，仮

粘着裏紙に指示線２３を形成して，前記指示線２３を基準にして仮粘着裏紙２

１を携帯用移動端末に貼り付けるとき，正確な位置に仮粘着裏紙２１を貼り付

ける（粘着）ことを可能にする。 
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図１ 

 

図２ 

 

図３ 
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図４ 

 

図５ａ 

 

図５ｂ 
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図５ｃ 
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図５ｆ 

 

図６ 

 

図７ 
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図８ 

 

以 上 
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別紙 丙８公報 

 

（注：各段落末尾のページ数及び行数は，丙８公報のものである。なお，丙８

公報は英語により表記されているが，この別紙には，特に掲記した箇所を除き，

訳文のみを記載した。） 

 

１ 要約 

光学フィルムを大型ディスプレイパネルに適用する方法が説明されている。 

この方法は，パネルの所定の領域を覆うように事前に切断された光学フィルム

（２０）を利用するため，フィルムをパネルに接着した後，フィルムを切断ま

たはトリミングする必要はない。この方法は，２０８ｃｍ（８２インチ）の対

角線の可視領域を持つような大型ディスプレイパネルでの使用に適している。

（表紙下から４～１行目） 

２ 分野 

本開示は，光学フィルムを大型ディスプレイパネルに適用する方法に関する

（１頁６～８行目）。  

３ 背景技術 

ハンドヘルド機器，コンピュータモニタ，及びテレビ等の電子機器は，デバ

イスが梱包されていないときにダメージを受けやすい脆弱な無傷のパネルを備

えている。光学的な品質を保護するフィルムが利用可能であり，このような保

護フィルムは，そうした機器を購入した後で消費者がディスプレイパネルの露

出した表面に貼り付けることができるし，又はそうした機器の製造過程で貼り

付けられることもできる。一般には，保護フィルムで覆われるディスプレイパ

ネルの面積が小さいほど，フィルムのパネルへの貼り付けは容易であり，光学

的な欠陥は少ないか，あるいは生じない。大判の電子機器，例えばテレビ，電

子標識，情報表示器等は，大型の表示領域を有するディスプレイパネルで作ら
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れており，例えば，混み合う鉄道駅において刻々と変更される時刻表を知らせ

るために用いられるタッチスクリーンが作られており，それは２０８ｃｍ（８

２インチ）以上にも及ぶことがある。（１頁１１～２０行目） 

４ 図面の簡単な説明 

本発明の利点および特徴は，後述の詳細な説明と共に下記の図面を考慮する

ことによって，より完全に理解されるであろう（２頁２５～２９行目）。 

５ 発明の詳細な説明 

片面に接着剤層を有する光学フィルムは，単純に，光学フィルムをディスプ

レイパネルに接触させた後，手またはツールを用いてフィルムをパネル上にな

でつけるだけで，ディスプレイパネルに貼り付けることができる。この方法は，

空気がフィルムとパネルとの間に入り込みやすいことや，フィルムとパネルと

を位置合わせするのが難しい場合があること等により，実施が難しいことがあ

る。光学フィルムによっては，満足のいく結果が得られるまで，剥がしたり貼

ったりを何度か繰り返すことができるものもある。この方法は，携帯型デバイ

ス，ネットブック，ラップトップ，およびある種のコンピュータモニタ等の小

型ディスプレイパネルをカバーするための，サイズ的に容易に取り扱えるフィ

ルムと共に用いることに適しているかもしれない。 

しかし，接着剤層を有する光学フィルムを用いる方法は，大型ディスプレイ

パネルをカバーするために必要な光学フィルムと共に用いるためには適してい

ない。大型ディスプレイパネルに用いられる光学フィルムは，面積が大きいの

で，特に，空気の入り込みや接着剤層上に望ましくない破片が堆積することを

最小限にしようとする際に，折れたり皺が寄ったりすることなくフィルムを取

り扱うことが難しい。また，これらの大型の光学フィルムは取り扱いが難しい

ので，フィルムが最終サイズにプレカット（事前にカット）されている場合，

フィルムとパネルとをうまく位置合わせすることは不可能に近い。 

ここで開示する方法は，大型の光学フィルムを大型ディスプレイパネルに比
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較的容易に首尾よく貼り付けるために用いることができるので，有益である。

（３頁２７行目～４頁１１行目） 

本明細書に開示される方法はまた，塗布中のどの時点においても，接着剤層

の露出および汚染をほとんど伴うことなく，大型光学フィルムの取扱いを容易

にするために使用され得る。さらに，本明細書に開示される方法は，気泡がそ

れ自体で消散し得るので，接着剤層とディスプレイパネルとの間に入り込んだ

空気に関連する問題を最小限に抑えるために使用することができる。（４頁１

９～２３行目） 

本明細書で開示される方法は，液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネルまたはプ

ラズマディスプレイパネルを有するデバイスなど，任意のタイプの電子ディス

プレイデバイスで有用である（４頁２４～２５行目）。 

「大型」という用語は，光学フィルムが貼り付けられるディスプレイパネル

の領域を指し，その領域は，少なくとも１６２ｍｍ（１７インチ）の対角寸法

で，一般的なアスペクト比，例えば１６：９のアスペクト比を有する。大型デ

ィスプレイパネルは，４３２，５０８，６１０，８３８，９１４，１０１６，

１０６７，１１６８，１２１９，１２７０，１３９７，１５２４，１５７５又

は２０８３ｍｍ（１７，２０，２４，３３，３６，４０，４２，４６，４８，

５０，５５，６０，６２，又は８２インチ）の対角寸法で１６：９のアスペク

ト比の可視領域を備え得る。（５頁２～７行目） 

図１は，プレカットフォームであってもなくてもよい積層体１０の概略断面

図を示す。積層体１０は，光学基材１６と基材上に配置された接着剤層１４と

を有する光学フィルム１２を含む。積層体１０は，光学基材１６の反対側の接

着剤層１４上に配置された剥離ライナー１８を含む。（５頁８～１２行目） 

図６は，プレカットフォームであってもなくてもよい例示的な積層体の概略

斜視図を示す。積層体３０は，光学基材と基材上に配置された接着剤層とを含

む光学フィルム３２を有する。積層体３０は，第１の部分３８ａおよび第２の
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部分３８ｂを有する分割剥離ライナーを含む。前記ライナーは，接着剤層上に

配置される。第２の部分３８ｂ上には，感圧接着剤（ＰＳＡ）の領域３９

(regions 39 of pressure sensitive adhesive(PSA))が配置されている。これ

らの領域は，光学フィルム３２の接着層の反対側にある。図６には，使用され

るまでＰＳＡ領域(regions of PSA)を保護するために用いられる１つまたは複

数の剥離ライナーは示されていない。（７頁２５～３２行目） 

図７ａ～７ｄは，垂直位置にない電子デバイスの大型ディスプレイパネルに

光学フィルムが適用される方法の実施形態を示す。この実施形態は，例示的な

積層体３０を使用する。図７ａに示すように，積層体３０は，ＰＳＡ領域３９

(regions of PSA 39)がパネルと接触した状態でディスプレイパネル上に配置

される。これらの領域は，斜視図に示すように，光学フィルム３２の下にある

ことを表すために点線で示されている。第１・第２の部分３８ａ・３８ｂはそ

れぞれ，これらの部分がどこで当接するかを表すために，点線３８ｃで示され

ている。積層体３０の第２の部分３０ｂ（図７ｂ参照）は，剥離ライナー３８

の第２の部分３８ｂの全部または大部分を含む積層部を含む。ＰＳＡ領域３９

(regions of PSA 39)は，第２の部分３０ｂをディスプレイパネルに接着する

ことで，図７ｂに示されるステップの間に第２の部分が容易に移動しないよう

にする。（８頁１～１１行目） 

図７ｂに示されるように，剥離ライナー３８の第１の部分３８ａは，接着剤

層から分離されて，接着剤層の一部，例えば，上記のように接着剤層の全面積

の２５％未満または１０％未満を露出する。第１の部分３８ａが除去された後，

接着剤層の露出部分は，この場合パネルの可視領域であるディスプレイパネル

の一部と接触する。図７ｂに示すステップは，図３ｂについて上述したように，

露出した接着剤層を有する光学フィルムの部分について許容可能なアライメン

トが得られるように実行される必要がある。いくつかの実施形態では，露出し

た接着剤層を有する光学フィルムの部分の縁部と，覆われるディスプレイパネ
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ルの縁部との間に，約３ｍｍ未満のギャップを有することが許容され得る。好

ましくは，そのギャップは可能な限り小さく，５ｍｍ未満または１ｍｍ未満で

あってもよい。（８頁１２～２２行目） 

次のステップが図７ｃに示されている。積層体３０の第１の部分３０ｂがデ

ィスプレイパネルから分離されている（ＰＳＡ領域３９(the PSA of regions 

39)は，以下に説明するように除去可能なＰＳＡ（感圧接着剤）である）。第１

の部分３０ｂを持ち上げ，剥離ライナー３８の第２の部分３８ｂを接着剤層か

ら分離して接着剤層の残りの部分を露出させ，接着剤層の残りの部分をディス

プレイパネルと接触させて，光学フィルムがディスプレイパネルの少なくとも

約９５％を覆うようにする。いくつかの実施形態では，光学フィルムがディス

プレイパネルの少なくとも約９０％，９２％，９５％，９８％，または少なく

とも約１００％を覆うことが許容され得る。いくつかの実施形態では，光学フ

ィルムがディスプレイパネルの約９０％～少なくとも約１００％，約９２％～

少なくとも約１００％，または約９５％～約９８％を覆っていてもよい。図７

ｄに示すように，剥離ライナー３８の第２の部分３８ｂが接着剤層から除去さ

れた後，光学フィルム３２の残りの部分がディスプレイパネルに接着される。

（８頁２３行目～９頁２行目） 

６ 実施例 

(1) 実施例１ 

以下の方法を用いて，３Ｍ社製の Glossy Low Reflection Removable 

Protection Film（光沢のある低反射除去可能保護フィルム）（貼り付けやす

いＰＳＡ（感圧接着剤）付き）を含む光学フィルムを，１０１６ｍｍ（４０

インチ）の対角寸法を有する大型液晶ディスプレイテレビに貼付した（１４

頁２６～２９行目）。 

(2) 実施例２ 

以下の方法を用いて，２８７×５０９ｍｍ（１１．３×２０．０インチ）
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の寸法を有する３Ｍ社製の Glossy Low Reflection Removable Protection 

Film（光沢のある低反射除去可能保護フィルム）（貼り付けやすいＰＳＡ

（感圧接着剤）付き）を含む光学フィルムを，５９０ｍｍ（２３インチ）の

対角寸法で２９２×５１４ｍｍ（１１．５×２０．２インチ）の寸法を有す

る Acer Model Ｚ5610Aio のコンピュータディスプレイに貼付した（１５

頁１１～１６行目）。 

(3) 実施例３ 

光学フィルムを大型液晶ディスプレイテレビに貼付するために以下の方法

を用いることができる（１６頁１～３行目）。 

７ 請求項１（１７頁３～１８行目） 

光学フィルムを大型ディスプレイパネルに適用する方法であって，以下を含

む方法： 

(a) 少なくとも約４３２ｍｍ（１７インチ）の対角線を有する大型フォーマ

ットディスプレイパネルを提供する； 

(b) 以下の構成のプレカットラミネートシールを提供する 

光学基材上に配置された接着剤層を含む光学フィルムと，光学基材の反

対側の接着剤層上に配置された剥離ライナー； 

(c) 接着剤層から剥離ライナーを分離して接着剤層の一部を露出させ，露出

部分は接着剤層の総面積の２５パーセント未満を構成する； 

(d) 接着剤層の露出部分をディスプレイパネルに接触させる； 

(e) 接着剤層から剥離ライナーをさらに分離して，接着剤層の残りの部分を

露出させ；そして， 

(f) 光学フィルムがディスプレイパネルの少なくとも９５パーセントを覆う

ように接着剤層の残りの部分をディスプレイパネルと接触させ，この方法

において，液体なしで実行される。 

８ 請求項１６（１８頁３０行目～１９頁１８行目） 
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光学フィルムを大型ディスプレイパネルに適用する方法であって，以下を含

む方法： 

(a) 対角で少なくとも４３２ｍｍ（１７インチ）の大型ディスプレイパネル

を提供し， 

(b) プレカット積層体であって， 

光学基板上に配置された接着剤層を有する光学フィルムと， 

前記接着剤層における前記光学基板の反対側に配置された第１の部分お

よび第２の部分を備えた剥離ライナーと，を含むプレカット積層体を提

供し，前記第２の部分は前記接着剤層の反対側に感圧接着剤領域（the 

regions of pressure sensitive adhesive）を有し， 

(c) 前記パネルを前記感圧接着剤領域（the regions of pressure sensitive 

adhesive）に接触させることにより，前記プレカット積層体を前記ディス

プレイパネルに接着し， 

(d) 前記剥離ライナーの前記第１の部分を前記接着剤層から分離させること

により，前記接着剤層の一部を露出させ，前記露出された一部は前記接着

剤層の全面積の２５％未満であり， 

(d) 前記接着剤層の前記露出された一部を前記ディスプレイパネルに接触さ

せ， 

(f) 前記感圧接着剤領域（the regions of pressure sensitive adhesive）

を前記ディスプレイパネルから分離させ， 

(g) 前記剥離ライナーの前記第２の部分を前記接着剤層から分離させること

により，前記接着剤層の残りの部分を露出させ， 

(h) 前記光学フィルムが前記ディスプレイパネルの少なくとも９５％をカバ

ーするように，前記接着剤層の残りの部分を前記ディスプレイパネルに接

触させ，前記方法は，液体を用いずに実行される。 

９ 図 
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(1) 図１ 

 

(2) 図３ 

 

(3) 図６ 
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(4) 図７ａ 

 

(5) 図７ｂ 

 

(6) 図７ｃ 
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以 上 
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別紙 丙１５公報 

 

【発明の属する技術分野】 

【０００１】 

この発明は，パソコンで作成された印刷物，写真，文字が書かれた紙，絵画

の複製物やポスターなどのシート状物をパネル化して，装飾物としての価値や

保存性などを高めるために使用される装飾用パネル材に関する。 

【発明の実施の形態】 

【００１１】 

図１および図２は，この発明の１実施形態を示し，図１は，装飾用パネル材

を裏面側から見た斜視図であり，図２は，図１のＩＩ－ＩＩ矢視縦断面を一部

省略化して示す図である。この装飾用パネル材１０は，図５に示した従来のパ

ネル材１と同様に，矩形状のアクリル板等の透明樹脂板１１の裏面側の全面に

透明な接着剤を塗布して接着剤層１２を形成し，その接着剤層１２の表面に剥

離紙または剥離フィルムの剥離性シート材１３を被着して構成されている。透

明樹脂板１１の厚みは，目的に応じて０．１ｍｍ～２０ｍｍ程度の範囲で適宜

選定される。なお，透明樹脂板１１の裏面側に接着剤を塗布して接着剤層１２

を形成する代わりに，透明樹脂板１１の裏面側に透明な両面粘着フィルムを貼

着して接着剤層を設けるようにしてもよい。 

【００１２】 

剥離性シート材１３には，１つの端辺縁部に端辺に沿って切れ目１４が入っ

ており，切れ目１４で画された細帯状の端辺縁部１５が部分的に剥離可能にな

っている。また，このパネル材１０では，剥離性シート材１３の表面の，切れ

目１４が入れられた端辺縁部とは反対側の端縁部に，左右一対の仮留め部１６，

１６が設けられている。仮留め部１６は，剥離性シート材１３の表面に貼着さ

れた両面粘着フィルムからなる接着部１７の表面を剥離紙（または剥離フィル
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ム）１８で被覆して形成されている。仮留め部１６の接着部１７は，このパネ

ル材１０を使用してパネル化しようとするシート状装飾物，例えばパソコンで

作成された印刷物を剥離性シート材１３上に保持して移動しないように位置固

定するとともに容易に引き剥がすことができる程度の弱い接着力を有している。

なお，剥離性シート材１３の表面に両面粘着フィルムを貼着して接着部１７を

形成する代わりに，剥離性シート材１３の表面に粘着剤を塗布して接着部を設

けるようにしてもよい。 

【００１４】 

まず，図３の（ａ）に示すように，パネル材１０の裏面側を上向きにしてか

ら，剥離性シート材１３の表面の仮留め部１６の接着部１７から剥離紙１８を

剥離させて接着部１７を露出させる。次に，図３の（ｂ）に示すように，剥離

性シート材１３の表面に印刷物１９の印刷面が向き合うようにして剥離性シー

ト材１３上に印刷物１９を載置する。印刷物１９は，透明樹脂板１１と同一の

形状および同等の大きさを有しており，印刷物１９の４辺が透明樹脂板１１の

４辺と完全に合致するように透明樹脂板１１に対して印刷物１９を正確に位置

決めする。この際，剥離性シート材１３の表面の接着部１７は，弱い接着力し

か有していないので，剥離性シート材１３上の接着部１７に印刷物１９の一部

がくっ付いても，透明樹脂板１１に対する印刷物１９の位置の修正に支障を生

じるようなことは無く，また，印刷物１９の印刷面が部分的に剥がれる心配も

無い。 

【００１５】 

透明樹脂板１１に対する印刷物１９の位置決めが終わると，図３の（ｃ）に

示すように，印刷物１９の一端縁部が剥離性シート材１３表面の接着部１７に

接着されて透明樹脂板に対する印刷物１９の位置が保持された状態で，印刷物

１９の他端側を剥離性シート材１３の表面から浮かせ，剥離性シート材１３の

切れ目１４で画された端辺縁部１５だけを透明樹脂板１１から剥離させて，接
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着剤層１２を透明樹脂板１１の端辺縁部だけで部分的に露呈させる。次に，印

刷物１９の，剥離性シート材１３上の接着部１７に保持された端縁部とは反対

側の端辺縁部を透明樹脂板１１の端辺縁部に部分的に接着させる。このとき，

印刷物１９は，透明樹脂板１１に対して正確に位置決めされた状態を保ったま

まで剥離性シート材１３の表面上に保持されているので，印刷物１９の端辺縁

部は，透明樹脂板１１の端辺縁部に正確に位置決めされて接着される。 

【００１６】 

図３の（ｄ）に示すように，印刷物１９の端辺縁部が透明樹脂板１１の端辺

縁部に正確に位置決めされて接着されると，印刷物１９の一端縁部を剥離性シ

ート材１３上の接着部１７から引き剥がして印刷物１９の一端側を剥離性シー

ト材１３の表面から浮かせる。続いて，図３の（ｅ）に示すように，剥離性シ

ート材の端辺縁部１５以外の部分を透明樹脂板１１から剥離させ，図３の（ｆ）

に示すように，印刷物１９の裏面側からローラ等を押し当てるなどして印刷物

１９と透明樹脂板との間に空気が入られないように注意しながら，印刷物１９

を透明樹脂板１１に徐々に接着させていく。そして，透明樹脂板１１の裏面側

の全面に印刷物１９を貼り付ける。この貼付けの際には，印刷物１９の端辺縁

部が透明樹脂板１１の端辺縁部に正確に位置決めされて接着されているため，

透明樹脂板１１の裏面側の全面に対して印刷物１９の全体が正確に位置決めさ

れて貼り付けられる。このようにして，図３の（ｇ）に示すように，透明樹脂

板１１の表面側から透明樹脂板１１および透明な接着剤層１２を透過して印刷

物１９の絵柄等を鮮明に見ることができる装飾パネル２０が完成する。 

  



315 

 

【図１】 

 

【図２】 

 

【図３】 
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【図５】 

 

以 上 
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別紙 丙７公報 

 

【産業上の利用分野】 

【０００１】 

本発明は接着物の接着面に接着剤（溶剤の乾燥や化学変化によって結合させ

る接着剤や粘着力等の物質特性によって結合させる粘着剤等の結合剤一般を含

める）を塗布，或は貼付け接着物と接着剤を一体化し，手軽に接着物を被接着

物に接着することができるように構成された壁紙，ビニールシート，タイル，

金属パネル，スレートボード等の建築の内外装品，ネームプレート，カッティ

ングシート等の案内表示用品，ラベル等の事務用品，ハンガーフック，タオル

ハンガー等の日曜雑貨品，ポスター，ステッカー等の装飾品等々の剛体，弾性

体，可撓体等の接着体一般の剥離紙に関するものである。 

【課題を解決するための手段】 

【０００７】 

本発明に係る接着体の剥離紙は，接着物の接着面に接着剤を一体化して設け

てなる接着体において，その接着面の接着剤を保護する剥離紙の周縁の少なく

とも一部に，剥離紙の周縁外方向に延出部分を設けると共に，該延出部分を剥

離紙側に折返した状態で，折返された延出部分の端が延出部分自身の辺，また

は隣り合う辺，或は対向する辺等で接着体の周縁の側方に現われるように構成

したことを要旨とする。 

【作用】 

【０００８】 

接着体の裏面と被接着物の表面とが接触している位置決めの状態のままで，

片手で接着体を被接着物の表面に固定しながら，接着体の裏面と被接着物の表

面との間から接着体の周縁の側方に現われている延出部分の端を手で掴み，接

着体の裏面と被接着物の表面との間で剥離紙を延出部分の折返し方向に反転さ
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せながら滑らせて，剥離紙を接着面より徐々に剥し取り，接着体の裏面と被接

着物の表面との間から剥離紙を抜き取り接着剤の接着面を顕して接着体を被接

着物に接着する。 

【実施例】 

【００１２】 

接着体の剥離紙は図２に示すように，分割されていても良い。図２に示すも

のは建物の壁面等に装着する大型の案内表示パネル６の例で，上下に二分割さ

れた剥離紙７，７’が案内表示パネル６の裏面の接着面８を覆っている。上下

の剥離紙７，７’の延出部分７ａ，７’ａはそれぞれ同一側方に設けられており，

上側の剥離紙７の延出部分７ａは横側方上斜めに延出しており，案内表示パネ

ル６の側方６ｃで折返されて案内表示パネル６の上辺６ａの隅に現われている。

下側の剥離紙７’の延出部分７’ａは横側方下斜めに延出しており，案内表示パ

ネル６の側方６ｃで折返されて案内表示パネル６の下辺６ｂの隅に現われてい

る。上下に分割された剥離紙７，７’は片側づつ剥すことができるので剥し易

く，接着面８が大きくても効率良く作業することができるものである。 

【図２】 

               

 

 

 

 

 

 

以 上 
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別紙 丙１０公報 

 

【技術分野】 

【０００１】 

本発明は，ディスプレイ表面の保護などを目的としたシートの該ディスプレ

イ表面への貼付を容易にするための構造に関する。 

【発明が解決しようとする課題】 

【０００８】 

  従来の保護シートには以下のような課題がある。すなわち特許文献１の構造

においては引き手となる折り返し部分が短く，引き手を掴むためには保護シー

トとディスプレイ面の間に手を入れこむ必要がある。そのため，保護シートと

ディスプレイ面の間には手の大きさ分の空間ができることになり，その分だけ

露出面とディスプレイが密着するまでに時間がかかり，やはり埃が混入する可

能性が高くなる，という課題がある。 

【０００９】 

  また，保護性能を高めるためなどを目的として剛性の高い素材で保護シート

を構成すると（ディスプレイ側を曲げることは当然できないため），手を入れ

る空間を作ることができない，という課題もある。 

【課題を解決するための手段】 

【００１０】 

  以上の課題を解決するために，本発明は，片面をディスプレイ面に対する接

着面として利用する保護シート本体と，保護シート本体をディスプレイ面に接

着する前に前記接着面を保護する剥離シートと，からなるシート貼付構造体で

あって，剥離シートは，ディスプレイ端領域に最初に貼り付けるべき接着面の

領域であるイニシャル領域に配置される第一シートと，第一シートとは別体で，

前記ディスプレイ端領域に続くディスプレイ残領域に貼り付けるべき接着面の
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領域であるメイン領域に配置され，第一シートとの境界付近で折り返されて接

着面に密着する密着部分と，この密着部分に重ねられることが可能で，重ねら

れた状態でその一部が前記保護シート本体からはみ出す大きさであるフリー部

分とからなる第二シートと，を備えたシート貼付構造体を提供する。 

【００２２】 

 <基本構成> 

図３は，本実施例のシート貼付構造体における基本構成の一例を表す模式図

である。なお，図３（ａ）は保護シート本体側を上にした場合の斜視図，図３

（ｂ）は側面図を示す。 

【００２３】 

そして，この図３にあるように，本実施例の「シート貼付構造体」（０３０

０）は，「保護シート本体」（０３０１）と，「剥離シート」（０３０２）と，を

備え，かつ，その剥離シートが「第一シート」（０３０３）と，「第二シート」

（０３０４）と，備えていることを特徴とする。 

【図３】 
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